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事故で左の視力を失った元刑事の古藤征紀は、ある冤罪事件で殺人の罪を被せられた〈元少年〉小井出遥来を保護する。
少年法に守られた遥来、実名を晒された不破英里奈と相川咲樹。冤罪に蝕まれる三人を周囲の人々が献身的に支える中で、古藤の元相棒である鏡東人だけは疑いの目を向け続けた。
次第に不穏な動きを見せ始める不破と、男の影。
哀しい罪が白日の下に晒される時、すべてを失った男はその手で誰を守るのか────


〇この物語は男性同士の恋愛を扱っています。

〇反社会的思想及び行為を推奨・容認するものではありません。
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序──鋼の蝶



　それは重く噎せ返る朝だった。
　汗ばむ身体を贖罪の衣で包み、首枷で喉を締める。
　傍聴席から臨み判決を耳にした時、溢れたのは咆哮だった。虚ろな荒野に眠りを求める獣のように、声のない咆哮。
　囚われた足が、泥濘に沈む。


　一昨年前の晩秋に起きたトラック運転手殺害事件の公判で無罪が確定した。
　食品スーパーの搬入口付近で刺殺された被害者・海崎かいざき衛まもる（当時二四歳）は、事件から遡る事二年、ストーカー行為を行った女子大生から訴訟を起こされ接近禁止命令を申立てられている。この女子大生・不破ふわ英里奈えりな（当時二二歳）を主犯とする巧妙な復讐殺人の顛末は、他の溢れかえる無残な事件と同様、報道されしばらくは人々の目を賑したが、やがて次々に押し流される別の出来事に掻き消され、忘れ去られたかに見えた。
　大衆を呼び戻すだけの毒を含む事件は、そう多くはない。
　その噂好きな耳を、記憶の糸を、掴んだのは、実行犯の匿名性だった。
　本件は三人の共謀による計画殺人とされてきた。
　陰湿なストーカー行為に終止符を打つ為、不破は弁護士を通して接近禁止命令を申立てた。この弁護士・相川あいかわ咲樹さき（事件当時二五歳）は、本件にて共謀罪に問われ、無罪を主張し続けるも電子記録媒体の証拠がそれを打ち砕き、拘留中に弁護士資格を剥奪されている。
　二人の計画殺人は、もう一人の実行犯がいなければ成立しない。
　犯行現場である食品スーパーの精肉部門でアルバイトをしていた男子高校生（当時一五歳）は、海崎に借金があり、その返済に絡み恐喝及び暴行を繰り返し受けていたとされる。この少年がＳＮＳを通じて不破と出会い、事件は起こった。少年は不破と相川の立てた計画に沿って海崎を殺害、翌日も何食わぬ顔で登校している。
　同情を集めるだけの話題性があった。
　相川と少年が無罪を主張するも二人の話が食い違い、不破は黙秘を貫いている。その黙秘が、すべてを肯定しているかのようだった。
　そして少年法は、実行犯の少年を匿い、守り続けた。
　飽く迄、有罪として。
　しかし、罪は思わぬ形で覆る。
　記録的豪雨が観測された、翌年の九月。
　狂暴な雨脚も鎮まった午後九時半、一台の乗用車が飛び出してきた通行人を避け電柱に激突し、運転していた刑事が左側頭部を強打、意識不明の重体に陥った。
　あの夜の、静寂。
　あれから俺は、どこか夢の中を歩いているような不確かさに、囚われている。
　飼い猫を追って車道に飛び出した上丸かみまる栄斗えいととは、集中治療室から個室へ移された古藤ことう征紀ゆきのりの眠る隣で、初めて顔を合わせた。涙を流し土下座する上丸を、立ったまま見下ろして、俺は、家族は来ないと告げた。肉親は母親と伯母だけだ。脳梗塞の後遺症で寝たきりになった伯母を、母親が介護している。
　上丸は古藤の治療費を負担する傍らで足繁く病室に通う内、俺の婚約者について知り、純粋な正義感かどうか知る由もないが執念深い調査を始め、電子記録の捏造をつきとめた。
　相川咲樹に成りすました第三者の浮上が、証拠不十分による起訴取り下げからの無罪判決に繋がった。成りすました第三者がいると仮定するならば、無罪を主張し続けた二人の話は矛盾しない点や、上丸の社会的地位により着任した新しい弁護士がこの判決に導いた。


　傍聴席で息を顰め、俺は、婚約者の無罪判決に喜びよりも大きな虚無を感じている。彼女が潔白である事は、わかりきっていた。当然の結果だ。得るべきものを得た。彼女は一時闇に囚われ、歩むべき道へ還っていく。
　覆る術もない罪を背負うこの身には、永遠に赦される事のない、光の中へ。
　だから、警鐘が鳴り響く。
　この判決は尊く、愚かだ。
　光の中を歩み続けた目には、皮膚には、この感触が理解できないだろう。
　悪魔の囁きは聞こえない。
　誰もその耳を持たない。
　だが、俺は、聞いた。


　終　わ　ら　な　い


　噎せるような霧雨の覆う六月。
　報道は、元少年が泣き崩れたと告げた。
　咲樹は凛として美しかった。その目の先に上丸がいた。
　そして不破は、ひっそりと淡く、微笑んでいたという。



第一章──灰の町



　グラスの音が心地よく耳に落ちる。
　祝いの言葉を口にして、シャンパンを舌に流す。
「ありがとう」
　斜向かいの席で瞳を煌めかせているのは、目の前に座る元部下の婚約者、相川咲樹だ。艶やかな黒髪が美しい、凛とした女性である。彼女の無罪判決を祝う席に招かれたのは、鼻の影でまるで見えなくなった左隣から高い声をあげる男が、俺を通して彼女を救うに至った経緯があるからだった。
　雨の夜。当時捜査中の事件で証拠を掴んだと連絡を受け、自宅から直接現場へ向かう途中、飛び出してきた歩行者を避けて大事故を起こした。それがこの左ではしゃぐ若い男、上丸栄斗との出会いだ。俺はその事故で左の視力と十八日間を失い、退院と同時に辞職した。聴力も落ち、右手には僅かだが麻痺が残っている。もう人の命を預かる事はできない。
　俺は仕事を失ったが、得たものは大きかった。
　眠っている間の話だが、上丸は俺の部下で相棒だった鏡かがみ東人はるとと関わり、鏡の婚約者である相川咲樹の事件を独自に調査して彼女を救ったのだ。
「咲樹ちゃん、今日はいぃ～っぱい食べてね！」
「本気にするけど、いいの？」
「あたりまえだよ！　今日は咲樹ちゃんのためのお祝いなんだから！」
「ふふ。ありがとう、私のナイトさん」
　年若い彼だが、上丸銀行頭取の末息子で、独立しサイバーセキュリティー会社の代表を務めている実業家である。上丸はその財力で俺に手厚い治療を施してくれた上、知識と人脈を駆使して大きな冤罪事件を解決してしまった、正に俺たちの英雄だった。
　見た目は、どちらかというと女性的でひ弱そうな好青年だが。いかにもパソコンオタクという感じもする。……言わないが。
「誰のお祝いだか」
　向かいの席で鏡が洩らす。
　普段全く感情を出さない彼も、今日ばかりは優しい笑みを浮かべている。
　三つ下の鏡が初めて配属されてきたとき、蝋人形のような男だと思った。細身で全体的に色素が薄く、切れ長の大きな二重が重そうに半ば伏せられ、まるで生気を感じさせないのに濡れた膜を被っているような得体の知れない美しさがあり、この新人の巡査部長に署内には一種の緊張が漂ったのを皮膚で覚えている。魂のない、心のない、しかし美しい貌。異常者の空気だ。嗅ぎ慣れた凶悪犯の臭いを誰もが感じ取っていた。
　案の定、鏡は対人関係のトラブルを乱発させた。だが反面、彼の問題はコミュニケーション能力だけで、非常に有能な刑事でもあった。表情も変えず、不平不満も洩らさず、常に先頭を切って突き進んでいく。危険や汚物にも、何ら拒否反応を示さない。躊躇いがないのは職業柄当然だとしても、彼には別の優れた能力が備わっていた。見事なまでに犯人に吸い寄せられていく。その色の無い眸は常人とは別のものを映し、何か彼にしか聞こえない声に導かれているようにさえ見えた。
　そもそも口数が少ない上、話していても抑揚はない。検挙率で一目置かれはするが、得体の知れない者として扱われ続けた。確かに、人形の次はこいつは刑事ロボットだと俺も思った。だが、恋人がいて、腹を空かし、夜は眠る、人間だった。
「もちろん、咲樹ちゃんです！」
「誕生日みたいだぞ、お前の」
「はっ？」
「今日から改めて私の正式な騎士様ね。ハッピーバースデー」
「んもうっ、咲樹ちゃんまで」
　三人が楽しそうにしている様子は微笑ましい。だがその微笑ましい光景を眺めるため、かなり左へ身体を開かなければならなかった。すると正面の鏡が視界からはみ出て、仲睦まじく笑みを交わす上丸と相川が中心に来る。俺は改めて鏡を見遣り、その穏やかな微笑に安堵を覚えた。
　恋人の前では笑う。鏡の心が自ら生きようとする。
　出会った頃は同じ巡査部長として先輩後輩の関係だったが、昇進して警部補になった時、鏡は直属の部下になった。そこで初めて記録を読み、心を殺す理由を知った。或いは、殺された心を抱え贖罪に生きるしか、息をする術はないと、本人が思い込んでしまっている理由とも例えられるだろう。説得は難しいと割り切り、できるだけ気を配った。贖罪の意識に縛られているとしても、事実、優秀な部下だったから信頼関係は築けた。他の誰が何を言おうと、俺は躊躇わず鏡に命を預けた。
　少し心配したが、鏡は警部補に昇進し、後輩で部下となった一羽いちば一功かずなりと組んで事件解決に邁進している。巣立った不良を眺める教師のような、気を揉んだ問題児を社会に送り出した親のような、そんな烏滸がましい胸の熱さを、鏡には抱かずにはいられない。
　だから婚約者の罪が晴れて、俺も心から嬉しい。
　祝福したいと、そう、思いはするが。
「実はぁ。今日はもうひとつ咲樹ちゃんにプレゼントがあります！」
　上丸が背を丸めて、興奮と照れくささを圧し込めるように身悶えている。宝石でも飛び出すか、車でも贈るつもりなのかと、半ば社会的格差を楽しむ余裕さえ感じながら、しかし婚約者という鏡の立場が脅かされやしないかと一抹の不安も覚えた。その不安は的中する。
「囚われのお姫様のご帰還を祝して、マカオ八日間の旅をご用意しました！」
「──は？」
　相川が冷静に問い返した。
　そこへ、意外な事に婚約者の鏡が加勢した。
「深く考えるな。俺たちの感覚で言えば、焼き肉を奢るようなものなんだろ」
「あんた何言ってんの？」
「咲樹ちゃん！　僕とマカオで羽目を外して元気になってください！」
「えっ、東人じゃなくて？」
「はるりんもＯＫくれました！　安心して五〇〇日分の憂さを晴らしましょう！　お願い！」
　まるで地味な学生がマドンナに交際を申し込んでいるかのような風景だ。相川は茫然として、優秀なはずの頭脳でも事態を処理しきれていない。その隣で鏡は笑っている。これが若者の感覚なのか。いや、財力か。
　ついていけない。
「あんた、はるりんて呼ばれてるの？」
　ぞっとしている相川に、俺が上丸からどう呼ばれているか露見する日が来ないよう祈ったが、恐らくは虚しい結果となるだろう。
「こいつは止められない。お前も、受け入れた方が楽になれる」
「一緒に来ないの？」
「事件がある」
「……」
　頑なな心を抱えた仕事中毒の鏡と長く共に過ごしてきた女性だ。鏡が彼女のために休暇を取るという発想さえないとしても、不満はないだろう。だが、問題は労わない事ではなく、もっと別にある。
　上丸は男だ。
　他の男が用意した慰安旅行を楽しむように奨め、笑っている。正直、汚物に顔を寄せて証拠を見つけ出した時より、今の鏡は異様だ。だが俺が口を挟む立場でもないのはわかっていた。決めるのは相川咲樹本人だ。
「わかった。行くわ」
　毅然と宣言し、相川がグラスを煽る。
　上丸が歓声をあげ、鏡が穏やかに頷いて料理に手を付け始める。
　三人がそう決めるなら、俺は何も言う事はない。
　相川を襲った不幸を思えば、それだけ現実離れした傷の癒し方も、時には必要なのかもしれない。モラルや常識が人の心を救うわけではないと、忌々しいほど熟知している。だがやはり、鏡の顔を見ずにはいられなかった。
　お前は、それでいいのか。
「ねぇ、のりりん！」
　上丸に腕を掴まれる。
　鏡が笑って余所を向いた。
　そして相川が再び凝然と息を呑み、今度は俺を見つめている。
「僕がいなくてもちゃんと毎日出勤してね！　九重くのえに言ってあるから！」
「のりりん……」
「やめてくれ」
　俺は相川に懇願した。するしかないだろう。
「上丸で精一杯なんだ。これ以上は、つらい」
　見てはいけないものから慌てて目を逸らすように、相川が視線を剥ぐ。それはそれとして、またつらい。
「つらいって何？　ねぇ、僕の言う事聞いてる？」
「ああ、聞いてる」
「うん。じゃあ、僕が咲樹ちゃんとマカオ行ってる間も、心置きなく出勤してね？　仕事ないけど。リハビリと思ってさ！」
「ありがとう。気遣いには本当に、感謝してもしきれ──」
「気遣いじゃないでしょ！　もうのりりんは家族なんだから、僕が一生面倒見るって決めたんだから！　ねぇ、ちゃんとそこわかってる？」
「わかった。わかってるよ、ありがとう」
　見た目以上の活力を常に放出している、その生命力は賞賛に値するが、混じり気の無い善意だとしても当事者としてこうも揺さぶられると身に堪える。
　上丸は俺の辞職や左目の失明に責任を感じて、医療費の全額負担や賠償金を申し出てきた上、目下失業中の俺をほぼ強引に雇用している。俺が労働契約書に捺印しなければ生活費を全額援助すると言うので、雑用や小さな渉外、ボディーガードとしての同行等を引き受けた。保険と退職金が下りて、障害年金も受給できる。慎ましく暮らせばリハビリに通いながらの職探しも充分可能だったが、鏡の言うように上丸は止められないし、この一時的な仕事の給料は母親に全額送金する事で気持ちの整理はついていた。
　気分的には、失業中だが。
「のりりんも大変ね」
「相川さん」
「あ、咲樹ちゃんも僕の家族ですっ。逃がしません！」
　憤然と言い放つ上丸を、相川は俺と同じ気持ちで受け入れているのかもしれない。不遇から救い出してくれた上丸に、逆らう事はできない。その財力に己の力で返礼するのも非現実的で適わない。だから、自分を納得させるしかない。
　神は、見棄てなかった。
　上丸という特殊な人物と関わる事で生きていく、予想外の人生に漕ぎ出したのだと。全てを失った代わりに、新しい世界を得たのだ。
　心を律し、感謝して、社会に貢献していきたい。本来なら潰えて然るべきだった命を掬い上げられたのなら、意味はあるのだと信じて生きるしかない。そしてそれは、非常に重いが類稀なる幸福なのだ。
「あ、そうだ。のりりん」
　上丸が海老にフォークを突き刺し、丁寧に玉葱と分ける。
「豚の角膜を移植するといいんだって。二千万」
「もう少し普通の話をしないか？」
「あ、でも豚は実際人体とかなり相性がよくて、まだ実用段階には至っていないですが様々な大学や研究機関の調査結果では豚の腎臓を移植した人体は──」
「咲樹、喜ぶから」
　含み笑いで鏡が制する。止めてくれてよかった。聡明な眼差しで何を言いだすのか。ましてや、上丸にうっとり見つめられているのがわからないわけではないだろうに。
「見学行く？　北京なんてすぐだよ」
「無理。豚って可愛いもの」
「優しいね、咲樹ちゃん」
　上丸と話す相川を、鏡が優しく見守っている。恋人というより、兄や友人のような穏やかさを見て取り、まさかと思う。身を引くつもりなのだろうか。姫に、騎士が訪れたから。
　それでいいのかと、心が騒いだ。
　お前、愛しているだろう。
　食事をしながら、俺は鏡と目線が合わない事に気づいた。正面に居る事がそもそも珍しく、いつも僅かに左側を見下ろすと前を見据える鏡が見えた。時折、同意を求めるように短く見あげてくる眼差しが、他の誰にも預けない信頼の証のようで、嬉しかったのを思い出す。
　今見ているのは、恋人のための顔なのだ。
　それはどこか哀しみを含み、疲弊して、静かな時を待ち望んでいるようにさえ見える。もう見守る立場ではなくなった事実に、初めて苛立ちを覚えた。だがそれさえ、鏡にとっては最早どうでもよい事なのかもしれない。



　午前中にケルビムセキュリティコーポレーションのオフィスを掃除して岡谷おかや九重くのえの食事を用意し、午後は障害年金の手続きを済ませてから病院に向かった。
　右手の麻痺は随分軽くなったが、やはり元の状態を思い出すとどうしても歯痒くなる。聴力が落ちたせいで雑音が気にならなくなるのかと思ったが、それも逆だ。未だ不便としか感じる事ができない。
　リハビリに通っているのは近隣の高齢者がほとんどだが、中にはスポーツ選手や主婦もいる。辞職した刑事というのは、犯罪ドラマの爆発的人気が影響して妙に偶像化されていて、喜んでいいか複雑だがいつも誰かしら声をかけてくるので気分転換になった。左の失明に気づくと、高齢者は必ずと言っていいほど白内障の話を始める。残された右目を大事にするよう念を押されるが、その通りだと思う。
　病院を出る前にサングラスをかけた。店員に事情を伝え、オーバル型がいいと言うのでそれに決めたのだが、程よい厚みでやや横長のデザインは水中眼鏡に似ている。最初はファッション性が強く躊躇った。だが見慣れたレンズの大きなものを手に取ると、若い店員に昭和の刑事みたいだと言われ、それだけは避けた方がいいと納得した。やはりプロの言う事は聞くべきだ。
　視界が半分になり、白濁した眼球を隠すために景色を暖色に染める。たったそれだけの事、とは片づけられない。恵まれた体躯を喜んで鍛えてきたが、今となってはそれも重荷だ。すべてが扱いづらい。慣れなくては。
　日中は蒸し暑かったが、夕方になりいい風が吹いてきた。駅に向かう最中、岡谷から連絡が入り、道の端に寄り電話に出た。
「古藤だ」
　どうしても癖が抜けない。応答してから笑いが洩れて、口調を和らげる。
「何か買ってきてほしい物があるのか？　今病院を出た」
《いや、ちょっと。他に言う相手もいないし》
「どうした」
　上丸は従兄弟と二人で会社を運営している。サイバーセキュリティの専門職を担うのは専らこの岡谷の方で、常に与えられた部屋で過ごしているらしい。本当のパソコンオタクである岡谷は、上丸と同い年で、年相応の若者らしい軽装で表情は始終ぼんやりしている。ただ見栄えはよく、外に出したくなるというか、閉じ込めておくには勿体ない身体をしているのだ。鏡の時も感じたが、何かを抱えて殻に閉じ籠っている若手には何かしてやりたいという気持ちが膨らむ。
　従兄弟にしては上丸との力関係は顕著で、ほぼ主従関係に近い。公けには従兄弟という事にしている、というのが実情ではないだろうか。
《栄斗はお楽しみ中だし、帰って来ないだろうし、あの人は話しづらいし》
「なんだ」
　あの人というのは恐らく鏡の事だろう。本来なら上丸に伝えたいが、マカオで相川をエスコート中だからそれが適わず、ならば鏡に伝えるべきだが話しにくくて俺に連絡をしてきた。それは緊急事態を意味している。
　身体が構える。事件の予感が、確かに迫る。
《小井出こいで遥来はるきの口座で変な金の動きがあって、まあ、たぶん元々は養育費を管理していたんだろうけど》
「待ってくれ。誰だ」
《……小井出、遥来》
　何の話かわからなかった。つまり、俺が関与した事のない人物で、状況を把握した事のない現在進行形の問題があり、対策を講じる必要に迫られている。
　あ、と岡谷が呟いた。
《だから、咲樹さんと不破英里奈が嵌めた事になってた》
　身体の芯が鋭く痺れる。
　あの少年か。
「彼がどうした」
《だから、小井出遥来の口座が、元々は少額で動いてきたのに、無罪判決の出た夕方二〇〇万振り込まれてて、夜の内に全額引き出されてる……小樽市内のＡＴＭから》
　つまり、四日前。
「それで」
《まだ家裁の担当者といたはずで、本人は関係ない、と、思う、し……なんか、母親の口座も空になってるんだよね》
「母親は何をしている」
《さあ。社会的な記録はほとんどないから、ホステスか、ソープか、売春？》
「そうか。彼は何処にいるんだ」
《昨日まで風間といた。あ、風間って家裁の。裁判にも来てた》
「今日は」
《帰るんじゃない？　もうすぐ一八だから、児童保護から外れるでしょ。でも、母親が金持って飛んだのに、家帰るってどうなんだろうって……》
　なぜ上丸と岡谷が例の冤罪事件の少年を調査しているのか、確かめなければならない。だが一刻を争う。事件当時、少年はわずか一五歳だった。人殺しと呼ばれて閉じ込められ、やっと疑いが晴れたのに、母親は迎えに来るどころか今の話が事実ならば子供を棄てて蒸発している。保護しなければ。
「住所は」
　快速を乗り継ぎ訪れた街は、駅前から広い車道と空がひらける、平和を絵に描いたような片田舎だった。だがこういった街には人情があり、悲劇があり、悪意がある。商店街を抜け、畑に沿って進み、小学校を越えて、山道沿いの暗い車道でバスを待つ。だが停留所二つ分なら走った方が早い。
　陽が暮れた。汗ばむ身体に心地よい夜風が、草の匂いを含んでいる。夏を目前にして、また新たな悲劇が起こりそうな気配に悪寒が走る。耳鳴りがする。息が切れる。鼓動が煩く、左側の暗さをふり払おうと無意識に首を振っていた。
　走っている間に、岡谷から画像が送られてきていた。空中から撮影された小井出家は昼のものではあるが、目前の古びた平屋がそうだとわかる。
　裏道に置き去りにされた、平屋。売地と空家に挟まれた小さな家の、引き戸が半分開いている。三和土の前に脱ぎ捨てられたスニーカーが、不安を更に掻き立てた。呼吸を整え低い入り口を潜る。玄関の電球は埃を被っている。それだけではなく、奥の居間から洩れる灯りに照らし出される僅かな内装すべてが、埃まみれだ。それは、生活が営まれていなかった証しだった。
　小さな悲鳴のような声が聞こえた。躊躇わず短い廊下を進む。
　少年は狭い居間の中央に置かれた卓袱台に突っ伏し、右手に紙を握り締め、唸り声を上げていた。
　声をかける。
「すみません」
「！」
　弾かれたように身を起こし、少年が見あげてくる。その瞳が恐れで揺れる。腰を上げるのは本能的に逃げようとしているからだ。できるだけ威圧感を与えないようにと肝に銘じる。
「落ち着いて聞いて下さい。私は古藤征紀です。例の事件で事後調査を行っている団体の者で、今日ここへ来たのは君を保護する為です。安全を約束するので、お願いだから今は一度座って下さい」
「要らないって言ったのはそっちだろ！」
　小井出遥来は年齢を考慮したとしても小柄な少年だった。その小さな身体で怒りと悲しみを噴火させたかと思うと、急に忽然と姿を消した。反射的に息を止め、混乱を防ぐ。現実だ。彼は逃げた。左側を駆け抜けて逃げたのだ。
　卓袱台に目を落とし、胸が痛む。岡谷の情報を裏付けるように、通帳と小井出遥来宛の借用書がこれ見よがしに用意されていた。少年が握りしめた紙を広げると、冷たい別れの言葉が悪筆で書き殴られていた。
　ひとつ息を吐いてから、少年を追いかける。
　暗い一本道を駆ける小さな背中を視界に捕え、無心に身体を運んでいく。彼も足が速い。分かれ道でバス停の方に向かわず、左に折れた。街を巡る道ではなく、国道に向かっている。国道は川を越える。陸橋がある。衝動的に飛び込まれたら、以前の身体であっても救出できるとは限らない。彼が橋を渡る前に捕まえなければ後悔する。
　距離が詰まる。必死で逃げている。これ以上恐がらせるのは本意ではない。彼は傷ついている。癒えない傷を、広げている。
　間に合わなかった。だが、橋を三メートルも進まないうちに、その手を掴めた。細い手首を握り、小さな掌を両手で包む。引き止められた怒りの為に、少年は自分から身を翻し俺を睨んだ。
「脅かしてすまない」
「離せよ！　やってない！　僕はやってないって言っただろ！」
「わかってる」
「僕はやってない！　やってないッ！　僕は何もやってない！」
　泣き叫び、掴まれていない方の手で俺を殴る。痛くもない。今彼は、俺を含むすべての大人に正当な怒りをぶつけているだけだ。社会は彼を見棄てた。
「わかってる、すまなかった」
　目が合わない。俺の目の奥に違う誰かを見ている。
　想いを伝えるのは、難しい。
「信じなかった！　誰も僕の話を聞かなかったじゃないか！　僕は人を殺したりしてないんだ。何度もそう言った！　何度も！　言ったのに、お前らみんな」
「すまなかった」
「僕の事を責めたじゃないか！　認めろって言ったじゃないか！」
「俺は言わない」
「はっ？　何言ってんだよ、わかんない！」
「俺は言わない。俺は、君が何もしていないのを知ってるよ」
　少年が息を止めた。
　瞠った目から溢れる涙が、頬全体を濡らし、顎を伝いアスファルトに散る。
　小さな手が、逃げるのをやめている。強く、確かに。握り直す。
　身を屈めて覗き込む瞳が、今度は俺を捉えている。
　今なら声が、心に届く。
　風が吹いた。聞こえるのは、あとは、彼の吐息。俺の鼓動。
「君は被害者だ。守られるべきだった。遅くなってすまない。君が失ったものすべてをとり返してあげられるかはわからないが、君を支えたいと思って来たんだ」
「嘘だ」
「嘘じゃない。さっき、要らないって言ったじゃないかと、言ったね？　それは行政や親の事だろう。俺はどちらでもない」
「誰だよっ、知らないよ」
「俺は」
「何言ってるかわかんない！」
　混乱している。仕方ない事だ。
　しかし、再び振り上げて殴りかかろうとする手が、直前でぴたりと止まった。驚いたように俺を見ている。実際、彼が俺個人をまともに認識したのはこの瞬間が初めてなのだ。
　俺の目を見ている。
　少年の目から、呆気ないほど怒りが消える。
「……刑事さん？」
　怒鳴り声とは違う、高い声。
　やっと話ができそうな空気に、深い安堵から笑いが洩れた。
「今は違う」
「あ……」
　何度も俺を殴った手を、彼は口に宛がった。きっと暴力など揮った事がないのだろう。戸惑っているのが可哀相で、俺はもう一度、彼の手を握り直した。
「俺を知ってる？」
「あ、の……聞いた。風間さんから」
「古藤だ。俺の元相棒の恋人が、君と同じ罪に問われていた。だから調査してる」
　訊かなくても、恐らくはそういう事なのだろう。例え違う目的だったとしても、もう始めてしまった。岡谷は俺に連絡してきたのだ。
　家庭裁判所の風間という職員は、彼の味方であるべきだった。だが、現実は逆だ。叫んだ言葉の中から、彼が自白を強要されていたのは明らかで、その相手こそが風間なのだろう。若しくは、母親か。
　誰も、味方をしてくれなかった。
　彼の痛みは、どれほど深いか。
「今日は、君が心配で来てみたんだ」
　繰り返す必要があった。彼に信用しろと言っても警戒心を煽るだけで逆効果なのはわかりきっていた。
　だが、反応は俺の予想から大きく外れる。
「目」
「え？」
　泣き崩れた顔で頼りなく眉を寄せ、彼は俺の左目に注視していた。
「まだ痛い？」
　少し驚いて、返事に窮する。
　小井出遥来はこの状況で俺を気遣い始めた。普通では考えられない。さっきまで怒りをぶつけてきていた手が、おずおずと左の頬にふれてくる。
「ごめんなさい」
「平気だよ」
　痛くない、と付け足す。
　急に心を開いた彼に、戸惑わないわけではなかった。だが類似した状況は以前にも経験している。事件の被害者は一時的に刑事や弁護士に依存してしまう事がある。それは深く傷つき、強く恐れている中で、唯一の救いとして相手に頼るしかないからだ。小井出遥来には心のケアが必要だ。
　だからまず、信頼関係を築くことが先決だった。
　彼に頼ってもらい、守る。この大人は信用していいと、そう思ってもらわなければ事態は進まない。
　俺は大げさに身体を折って、縋るように彼を見つめた。
「でも、実は、走り続けてクタクタだ。できたら逃げないでほしいし、君と夕食を採りたい。どこかいい店を知らないか？　安くて、二人で腹いっぱい食べられるような。ラーメンとか」
「……ラーメン好きなの？」
　彼の意識が俺個人に関心を寄せた。いい流れだ。
「ああ、ごめん。好きだけど、お互いラーメンって気分じゃないな。走ったし」
「ファミレスがいい」
「いいね。それはどの辺にある？」
「ぜんぜんあっち」
　元来た道の遥か向こうを指差している。駅の方まで戻る事になるのかもしれない。だいぶ歩く。その間に話ができる。
　涙が止まり、彼は洟を啜って頬を拭った。
「僕、ハンバーグドリア食べたい。あと、アイス」
「そうしよう」
　握った手を引いて歩き出す。素直について来て、本当にもう大丈夫なのだろうと感じたから手を離した。手を繋ぎたがるような様子はなかったが、彼は腕が触れ合うほど近くに身を寄せて早足で歩いた。それが彼の孤独と、その心の隙間に入り込んだ俺の姿を浮き彫りにしているようで、胸に迫った。
　奪われた尊厳と時間を一人で立て直せというのはあまりに酷だ。支えが要る。まだ子供で、社会は彼の苦しみを受け入れない。母親も探し出さなければ。
　痛みを伴う形であっても、幸運が重なり俺は目を覚ました。不自由さは感じるものの、体力には自信がある。結果的にはこの身を差し出して強力な人脈も築いた。
　この少年を守るために、生かされたのだ。
　そう思った。
　確信めいていた。本当に、この時は。




《は？　じゃあ何、のりりんとミニパルはホテルで一夜を過ごしたの？》
「とても休める環境じゃなかった。母親だが、昨日今日出て行ったようには見えないぞ。かなり計画されている。そのまま金の動きを追ってくれ」
　ファミレスで食事した後、彼を休ませる為にホテルの部屋をとった。小井出家には翌朝荷物を取りに戻り、彼を伴って電車を乗り継ぎ、岡谷の朝食に間に合うように帰ってきてまず社長の小言を喰らっている状況だ。岡谷の部屋に夥しく並ぶデスクトップの内の一つに、イヤホンを装着した上丸が映し出されている。
　少年は隣の応接室で、俺の失明のきっかけにもなった上丸の飼い猫てる美（推定八歳）と戯れていて、また笑い声が届いた。斑模様の雑種で、人によく懐くが気性が激しく活発だ。てる美の顔を口に含もうとしていたのを見る限り、彼はとても動物が好きらしい。てる美の肉球に殴打されても目尻を下げて喜んでいた。
　笑っていた。これで一つ、最悪の事態を回避できたと思っていいだろう。
《お金は九重が追ってます。ねぇ、でものりりんてゲイだよね？　ゲイなのに未成年の男の子とホテル入ったの？　僕も怒る事あるんだよ？》
「何もしていない。ビジネスホテルだし、邪な感情は一切なかった」
《みんなそう言うよね》
「頼むから信じてくれ」
　真摯に釈明しているという自覚の端で、上丸が盛大に自身を棚に上げている事実がどうしても気になるが、言わないでおいた方がこの話は進むだろう。　
「彼は未成年で重大犯罪の被害者だ。保護する必要があった。状況が切迫していたので一人にはできなかったから、ダブルの部屋を取って別々のベッドで眠ったんだ」
《当たり前の事を尤もそうに言わないでくれる？》
「怒るなよ」
《まぁいいや。とりあえず手を出したら許さないからね？　あとさぁ、一応聞くけど、連れて来ちゃってまさか一緒に住むとか言わないよね？》
「アパート探しを手伝うよ」
《よかったぁ。じゃあ、九重に言って僕の名前使って》
「感謝する」
　その時、上丸の顔を写す画面の端にバスローブと足が通り過ぎた。冷や水を浴びせられた気になり、鈍い苛立ちを表に出さないよう気を配る。今見えたバスローブと足が相川とは限らない。上丸がマカオで買春した可能性もある。
《それとね、僕からの報告だけど》
「なんだ」
　一瞬見えた女性の足が、次の言葉を予測させる。だが上丸は常に予想のはるか斜め上を行く事を、この時の俺は忘れていた。
《つけられているみたい》
「なんだって？」
　声が上ずり、岡谷の眠そうな視線を浴びる。
　だが事態は緊迫している。
「大丈夫なのか？」
《当然です。咲樹ちゃんは僕が守ります》
　ナイトだもんね、と後ろから相川の声がした。やはり上丸と同じ部屋に居ながらバスローブ姿で歩いている女性は相川なのだ。しかし、俺と同じように保護が目的であるならば、考慮すべきだろう。
　上丸は財力と地位で人を動かせる。だが、人が好きそうでもある。相川に無理強いをしたり、それが元で非難されるのは彼らしくない。確かに旅行へ連れて行ってしまったが、上丸なりのサプライズだ。今はこれ以上深く考える時間はない。
「気をつけてくれ」
《それで防犯カメラ見せてもらったんだけど、意外な人物を見つけちゃったんだよね。帰ったら九重に解析させる。今は言わない》
　普段通りの口調でも目の奥に鋭利な知性が揺らめいて見えた。監視されているのだ。
「上丸」
　呼びかけると、小さく眉を上げて応えてくる表情が、天真爛漫な御曹司とは違う男のものになる。見縊っていた。大金と確執に揉まれて家業を外れた男の胆が据わっていないはずはないのだ。
「三人を無罪にしたという事は、真犯人の恨みを買ったという事だ。本当に用心してくれ。無事に帰れそうにないなら彼女を連れて逃げたっていい」
《やだなぁ。僕が逃げるわけないでしょ》
　会話が打ち切られ、岡谷から追い払われて部屋を出た。
　小井出遥来はてる美と顔を叩き合って遊んでいたが、俺を見るなり背筋を伸ばした。てる美は俺の事を格下と認識しているようで、一瞥してから不満そうに長く鳴いた。
「お待たせ。行こう」
「うん」
「一つお願いがある。今日は人混みを歩くからできるだけ右側にいてくれ。見えないと不安なんだ。逸れそうになったら服を掴んでいいから」
「わかった」
　彼を伴い不動産屋を回ったが、こちらが上丸の名を出す前にほぼ門前払いを食らってしまい、四件目で原因に気づいた。俺は民間人で、身体は大きくサングラスをかけており、平日の昼間に少年を連れ回して賃貸契約を試みている。つまり、不審者だ。福祉相談員を騙る事も考えたが、やはり気が進まなかった。
　しかし、早急に住処を確保しなければならない。小井出家に僅かな荷物を取りに戻った際、通帳や借用書だけでなく、何通もの督促状と立ち退きの通達も見つけて持ってきていた。借家はあと数日で本当に彼の家ではなくなってしまう。
　駅ビルの最上階にある定食屋で休憩をとった。身体が小さいのに大食いの少年は、親子丼とうどんのセットを意気揚々と頬張っていて、見ていて気持ちがいい。俺の生姜焼き定食を物欲しげに眺めている目付きに絆されて、一口分けた。デザートは要らないと言うので、店を出て三駅動き、また不動産屋を巡った。
　彼本人の名義で契約が難しいなら、俺が上丸を保証人として部屋を借り、少年を住まわせればいい。そう思い浮かんだ直後、朝の小言が鮮やかに蘇る。
　俺は同性愛者だ。その俺が不遇な少年に部屋を与える。客観的に見れば愛人契約のような匂いがする。この場合、俺は何を言われてもいいがそこは重要ではない。誤解だとしても、彼にこれ以上の社会的批判を浴びせてはならない。
　正当な手段としては再び児童福祉に委ねるという方法もあるが、そうすれば俺は彼を見棄てた大人の内の一人に数えられて、心の傷に塩を塗りかねない。何かいい方法を見つけなければ。グレーゾーンに嵌らず、それでいて融通の利く方法を。　
「遥来君」
　芳しくない部屋探しで落ち込まないかと心配しているのは俺だけで、本人は自由の身を満喫している様子だった。呼びかけると、生き生きとした目で見上げてくる。当然、可愛い。
「作戦を変更しよう」
「古藤さんの家？」
「いや、違うよ。やっぱり俺たちみたいな特殊な状況は不利だ。専門家の助けが要る。俺の友達だ。君さえよければ今から会いに行って相談しようと思う」
「どんな人？」
　眉を搾った表情にはわずかな警戒が滲んでいる。
　家庭裁判所の担当員は彼の味方にはなってくれなかった。だが、俺たちは違う。
「十年来の友人で、信頼できる。きっと力になってくれる」
　黙り込んでしまった。不安にさせている理由はわかっていた。
「君を施設に預けたりしないから、それは心配しないでくれ。嫌な思いはさせない。例えば、君ができるはずなかった借金を無効にするとか、かなり現実的な手段をとれるはずだ。先々の事もアドバイスしてもらえる。中には際どい裏技も」
「また捕まらない？」
「それはないよ。弁護士だから」
　電話して四時に事務所で会う約束を取り付けた。現職の頃は互いの職業柄距離を置いてきたが、今は俺が民間人だ。困った民間人を無下にするなどできないだろう。それに頼みにくい事もあの男が相手だと心穏やかに打ち明けられる。上丸には感謝しているが、やはり重ねた情の厚みが違う。
　一時、激しく肉をぶつけた。互いの身体に溺れる日々の中で、愛着までしか沸かない己の心に気づき俺から別れを切り出した。もし分別があり理性が勝って、肉に溺れず関係を始められていたら、もっと楽に俺たちは親友だと思えただろう。幸いな事に相手も同じような感覚で俺を捉えているようで、現在も風通しのよい関係である事には違いなかった。
　島田総合法律事務所を実際に訪れるのは初めてだと、顔を見てから気づき言葉を失う。　
「いらっしゃい」
　俺に短く頷いて、倉橋くらはし眞裕まひろは小井出遥来に柔和な笑みを向けた。上品で優美な瓜実顔は三○になって堅実な厚みを帯びてきたように思う。あの頃の華やかで軽薄でしかし優しい小悪魔は、見る影もない。あっても困るが。
　少年は慈愛に満ちた微笑みを受け、惚けて時を止めている。奥から新人だろう小柄な青年が現れ、応接用のソファに誘導しながら飲み物は何がいいかと訊ねてくれて、ハッと目を覚ました。
「えっ……？」
「飲み物ですよ。珈琲でも紅茶でも。ジュースはないけど、麦茶はあります」　
　楚々とした風情だがある種の色香を含んでいる。彼も同類であるのは一目瞭然だった。
　どこで見つけてきたのか。俺には滅多に出会いがないというのに、この男は恋人と同棲中でありながら、職場で目の保養までしている。やはり軽薄な奴。
「無茶したね」
　俺にしか聞こえない囁きを残し、眞裕はソファーを通り越すとデスクの肘掛け椅子に仰々しく腰を下した。肘をついて指を組み、深みのある柔らかな声で丁寧に少年の名を呼んだ。
「だいたいの事情は聞いたけど、万全の体勢でサポートするには情報が少なすぎる。君に幾つか質問するから答えてほしい。それと、君の許可を得ずに調査する場合がある事を先に伝えておくから気を悪くしないで。まず──」
　やはり眞裕は一番に小井出遥来名義の借金に目を付けた。未成年への貸付の場合、二○歳から返済義務が生ずるが、未成年が保証人を立てず単体で契約を交わしたのであれば取消宣言ができると言う。だが借用書は親権者の同意を得た体で作成されていた。つまり母親を連帯保証人としての契約になっている。そうなると取消宣言は無効となり、弁済義務が確定する。
「古藤の話によれば実際に振り込まれた全額がその日の夜には引き出されている。するとこの借入金自体は誰かが弁済するべき金である事には間違いない。でもそれは君ではない。なぜなら君は無罪判決を受けて少年拘置所を出たばかりなのだから、この契約自体結べないのが現実だ。君の冷たい担当員の証言なんて必要ない。記録が証拠だ。だから僕は債権者に対し契約無効の内容証明書を送付する。それで済まなければ僕が訴訟を提起する。絶対に勝てる」
　努めてそうしているのだろう。眞裕は断固とした意志を含みながら、緩慢とさえ感じるほどの口調を貫いた。声音も柔らかい。少年が受け入れやすいようにという気遣いだった。弁論を揮うとき、いつもならこの男は冷酷な顔で針のように言葉を噴射する。狡猾な蛇のように、どう攻防すればいいのかわからないくらい異様な残忍さを纏うのだ。それは慈愛を内包した攻撃だった。この件で訴訟になれば、その蛇が姿を現すのかもしれない。
　眞裕が静かに口角を上げた。
「この件は僕に任せてくれればいい。あとはお母さんの問題だ」
「……はい」
　本人は茫然としている。俺と同じ、安堵のためだろう。
　しかし、少年に対して優しく細めた目が転じて俺を捉えた時、狡猾な蛇の片鱗が瞳の奥で冷たく煌めき、悪い予感に肝が冷える。
　待ってくれ。何を言うつもりだ。
「君のお母さんが君に無断で、君名義の借金を作った。そして逃げた。君はそう考えている？」
「あ……」
「僕は違う。花部君」
　傍に控えていた青年が弾かれたように応答し、名前を知った。
「二〇〇万もの金を夜間にＡＴＭから引き出せる条件は？」
　小井出遥来は困惑している。俺は、己の迂闊さを呪った。
　少年の保護にばかり意識が向いて、彼が被害者であるという事から母親を無意識のうちに責めてきた。ありえない。どうした。何を焦っていたんだ、俺は。
「生体認証登録済のＩＣキャッシュカードで生体認証対応ＡＴＭを利用する事」
　青年が静かに告げる。
　そうだ。遠隔地から誰かが金を盗んだなどという安い話ではない。
　これは──
「口座を開きキャッシュカードを作った本人が、生体認証をパスして限度額いっぱい引き出した。お母さんかな。そう、お母さんなら可能かもしれない。でも公判の記録を読んだ。犯人は成りすましと電子記録の捏造で二人の女性と少年を陥れた。これは逃走資金だ。彼の一件だけとは思えない」
　咄嗟に少年の手を握った。その俺の手にもう一方の手を重ね、縋ってくる。小さな手が汗ばんでいる。渦巻く予感、悲劇の臭いを、鈍った鼻が遠くに嗅ぎ取る。
「銀行の生体認証プログラム自体を弄るならもっと大規模な金融犯罪を企てるはずだ。恐らくは、口座開設以前の記録を捏造したんだろう。辛い事を聞くけれど、お母さんはいつから面会に来なくなった？」
「……」
「無罪判決の日に一緒にいないなんて異常だ。金を持って逃げるため？　その書き殴られた文字が本当にお母さんの字だと確信が持てる？　古藤、僕は母親の捜索をした方がいいと思う。本人なら酷い母親だけど生きてはいる。成りすました第三者による計画なら──」
「もういい。わかった」
　少年を引き寄せ、抱える。硬直する頭を強く胸に抱き込み、彼の心が砕け散らないように引き止める。
　重い沈黙が垂れ込めた。破ったのは、狡猾な蛇だった。
　青年に小井出遥来を託し、眞裕は俺を事務所の外へ連れ出すと煙草に火を点け壁に凭れた。そして蠱惑的に小首を傾げ、笑いながら紫煙を噴出す。
「もうポンコツなんだから、あんまり自分の目を過信しない方がいいよ」
　襟にかけておいたサングラスを指で弾かれ、力が抜けた。
　溜息か、声を出す余裕もないのか。俺はやっとの事で答えた。
「そうだな」
「みんな助けてくれるんだから」
　終ぞ投げかけられた事のない穏やかな声に目を見ると、やはり柔和な微笑を浮かべている。
「ありがとう」
　それにはただ微笑で答えると、眞裕は煙草を挟む指先で鼻先を掻いた。尤もらしい事を言うぞ、という合図。本人はばれてないと思っているだろうが、十年前から知っている。
　やがて茫然と宙を見つめ、命じられた。
「未成年には手を出すな」
「そう来たか」
　笑いが洩れた。その胸に抱えた言葉が本当はどんなものだったのか、抉じ開けて聞こうとまでは思わない。
　ああそうだ、と思い出したように言って、眞裕がまた深く煙を吸い込んだ。美しい顔のくせにだらしなく煙を吐き出しながら喋るのは、今も昔も変わらない。時が戻される。それが、旧友というものの温かさだ。
「家裁の担当、怪しいから調べてみる。あと賃貸契約もだけど、お前に福祉士から委任状書いてもらうから、それで彼の手続きができるようになるはず。でも後見人まで考えない方がいい。もっと冷静に様子見て、慎重に」
「動揺しすぎたかな」
「だからポンコツなんだろ、もう。体調はいいの？」
　その足で勤めていた警察署へ向かった。原則は当人の居住地を管轄する警察署が担当するべきだが、彼らは無実の少年を逮捕し、送検したのだ。俺が家裁の担当員や児童福祉士に代わって、一時的かもしれないが少年の保護者になる。ならば、これ以上の最善策はないだろう。
　知った顔の中で手続きを済ませると、既に十時を回っていた。憔悴している少年をできる事なら抱えて歩きたかったが、そうもいかない。
　警察署を出る直前、懐かしい姿が目に飛び込んできて心が和んだ。相川の祝いの席から一週間も経っていないが、やはり警察署で見ると在りし日を思い出して、切なさに似た感情で胸が絞られる。
　鏡は漂うような足取りで玄関を潜ってくると、俺を視界に捉え、緩慢な瞬きをくり返しながらわずかな表情を作っていった。
　細身の身体に洒落たスーツを纏い、少し襟足の長い鳶色の髪が、刑事というより聴取を受けに来たホストのように見える。前から感じていた事だが、この垢抜けた容姿に生気がないから異様なのだ。
　お疲れ、と声をかけた。
「補導？」
　鏡が重そうな瞼で訊ねてくる。感情の機微はほぼ読めないが、眠気と空腹はそれなりに読み取る事ができた。これは腹が減っている目だ。
　少年が背後に隠れ、服の端を掴んだ。
「……家出？」
　思えば、互いに面識はないのだ。共犯とされた相川さえ小井出遥来の顔も、名前さえも知らない。無関係な二人ではない。嫌な役回りだが、簡潔に引き合わせた。
　鏡が、息を呑む。
　その湿り気を帯びた眼差しが、わずかに揺れる。
　不思議な気がした。鏡は動じないという前提に立っていた自分に気づき、その違和感がやけに不快だ。
　少年が背中から強く裾を握り締め、額を押しつけふるえている。
「なんで」
　鈍く、蠢いた唇。
　鏡の呟きが澱のようにゆっくり、ゆっくりと肚の底へ下っていく。ひたり、ひたり、と。悪意の這う音がする。
　色が消えた。
　不快だ。
　何が、食い違っている？




第二章──二心の碧



「鏡」
　名を呼ぶと、わずかな揺らぎが無の霧に覆われた。
　背中に受ける少年の震えが哀れで胸が苦しい。しかし、目にした変化を忘れる事もできず、鏡の顔を覗き込む。鏡が目線を逸らした。
「気になる事があるなら聞かせてくれ」
　緩慢な瞬きの、落ちる睫毛の影を数える。一回。二回。躊躇う時、言葉を選ぶときの、いつものやり取り。だが鏡は短く見あげてくるかわりに一歩足を引いた。違和感が鈍く腹の底に刺さる。鏡は滑るように、挨拶もなく署内へ進んでいく。
　ついて来いという空気でもない。
　完全に断ち切られたとわかり、頭が真っ白になる。
　なんだ。今の短い会話で、どうして。
　足元から沈むような錯覚に捕われた時、少年が飛び出した。
「待ってください！」
　署内の職員も声に注視する中で、鏡も足を止める。少年は拳を握りしめて精一杯の虚勢を張っているように見えた。鏡の背中に、頭を下げる。
「ありがとうございました」
　張り詰めて震える声に、起こされない身体に、誰もが憐れみを喚起され先の成行きを気に掛ける。その先には鏡がいる。
　鏡は気味が悪いほどの時間をかけ肩越しにふり向くと、少年を通り越し、俺に怨嗟の眼差しをぶつけてきた。氷の岩盤に薙倒されるような衝撃が、確かにあった。
　それは、声を失うほど。
　何かが脅かされる。
　少年が頭を上げた。
　鏡は再び濡れた魚のように鎮まり、足早に立ち去った。
　正直、初めて鏡の理解不能な生態に苛立ちを覚えた。急に向けられた敵意の理由が、まるで思いつかない。しかし追いかけて問い質すわけにもいかず、早急に少年を休ませる必要があった。俺は警察署を後にして、岡谷が用意したホテルへ少年を送り届けた。心許ない潤んだ目で見上げられると堪えたが、上丸が本気で俺の理性を疑っていると聞き、立場を弁えるべきかと考えを改めたのだ。
　帰宅し、一夜ぶりに迎える一人の時間は驚くほど安らぎに満ちていた。もちろん少年が心配だが、行き過ぎた監視をするのは正しいやり方ではない。それは殺人犯の汚名を被ってきた一昨日までと同じ扱いだ。彼を自立まで支えるという事は、彼本来の力を信頼するという事でもある。
　雨の音を聞きながら目覚め、チェックアウトの時間に合わせ迎えに行くと、小井出遥来は眉根を寄せて切なそうに空腹を訴えた。安堵と同時に熱が膨らむ。この少年を守りたいと思う。何とかして、当たり前に得られるはずだった人生を歩ませてやりたいと思う。誰かが見てやらなければ。傷を負ったまま、痛みを抱えたまま漂うには、この社会はあまりに冷たく厳しい。これ以上の苦しみは彼を壊す。福祉士からの委任状があれば対策は格段に立てやすくなる。
　育ち盛りの少年らしく朝からハンバーガーをセットで平らげ、店内の様子を嬉しそうに眺める姿は見ていて微笑まずにはいられなかった。
　岡谷の朝食を抜いたので早めの昼食を用意しなければとオフィスへ着くや否や、情けない叫び声が奥の部屋から洩れてきて俺は少年を腕で制した。念のために隠れるよう伝え、少年が来客用のソファーの背に隠れてしゃがんだのを横目に岡谷の部屋の扉を開けた。
　目を疑った。
　鏡が岡谷の首を絞めていた。正確には、襟首を掴み上げて何か文句を言っている。奥歯を噛みしめ絞り出しているようなその話の内容まではわからなかった。
「元気だな」
　戸口から声をかける。
　ハァ助けて、と岡谷がいつになく切迫していた。
　案の定と言うべきか、鏡は前夜と同じように緩慢な動作で肩越しに俺を見遣り、その眼差しには憤怒が込められていた。わからない。なぜ怒る。そしてなぜ岡谷を締め上げているのだ。
「……」
　何か言うかと待ってみたが、結局また俺を睨んで無言のまま立ち去った。
　服装からして非番ではない。わざわざ時間を作ってまで岡谷を訪ね、俺には恨み言の一つもなく強烈な憤りを示す。余程の鬱憤が溜まっていたのかと思えば気づいてやれず申し訳なかったという心境になりはするが、こんな事は初めてで途方に暮れるしかない。
　これまで鏡を宥める必要はなかった。生気のない顔をしていても、先陣切って捜査する最良の部下だったのだ。
　やはり、婚約者の事が引き金か。だが自ら送り出していたのに。
「もぅやだ恐いあの人ォ～……俺に言っても、しょうがないだろぉ～っ」
　こちらはもう、一切の切迫感もない。　
「なぁんだよあの目。親の仇かっ。俺が何したって言うんだよ」
　上ずった声で溢す岡谷の哀れさは笑いを誘うが、あいにく愉快な気分ではなかった。遣る瀬無い荒波に揉まれそうな心を宥める。岡谷は知らないのだ。鏡の父親が何をしたのか。鏡が、親の仇を討つはずはないという事が。鏡が逮捕に命をかける真の理由を知っていたら、その言葉は出ない。
　だが、堪えた。
　要らぬ弁明をしない為に、少し頭を冷やす必要がある。
「お疲れ。屋上の排水溝を見てくるよ」
「うっそ。虐められた俺より屋上の心配？　鬼デスカ」
「悪いが慰めてやってくれ。オジサンは掃除をしてくる」
「わかったー」
　てる美と戯れ始めた少年に声をかけると、柔らかな声が返り少し和む。
「オジサンて……まだ三一でしょ」
「すぐだぞ」
　十二階建てのオフィスビルには二日置きに清掃業者が入る。数人の用務員が交代制で組まれていて、業者の合間を埋めるように細かい所を掃除したり修繕に努めている。警備員は二四時間体制だが詰まった配管まで世話する必要がない。俺は手伝うくらい、させてほしい。暇だ。
　安いレインコートを被り金棒とブラシを手に屋上の四方を巡り、詰まりを取った。
　重い灰色の空が崩れるように、降り続く雨。
　空を見上げながら見下ろす街が、酷く遠く、穏やかだ。
　もう守れと言われない。俺の生きた名残が、濡れて光り、蠢いている。
　突き刺さった視線が、毒針のように肚の底に残っている。膿んで、爛れて、いずれその毒は脳まで冒し苛むようになるだろう。
　この街の中に俺を憎む男が数多いようと、鏡だけは放っておけない。その怒りを、憎しみを、取り払いたい。
　一瞬の、問う眼差しを、取り戻したい。
　電話をしようと通用口で雨を凌ぐ。だが掛けようと思っていた相手から、ちょうどよく着信があった。得体の知れない小さな躊躇いが一瞬胸の内に過る。
「古藤だ」
　変わらぬ応答で、己を制する。
　雨脚が強い。風はそうでもないが、屋上の水溜りや配管が激しく音を重ねている。これくらいの表情があってもいいのにと、今更そんな事を恨めしく感じた。
　かけてきておいて、何も言わない。
「鏡？」
　ここで切れても許せるが、鏡から掛けてきたのであれば、用件は何だとこちらから出向く理由にもなる。とにかくこんな状況は初めてで落ち着かない。築いてきた心地よい関係を、信頼と在り来りに例えてもいい。俺は疑わない。それなのに、鏡はどうしてあんな目を俺に──
《さっきは、すみませんでした》
　さっぱりと言い切られ、気が抜けた。
「気にしてない。だが心配はしている」
《すみません》
　意外な展開だった。二度言われてから気づいたが、あの鏡が謝っている。俺に。心配と物珍しさで頬が緩み、驚くほど心が晴れる。
「どうした。何か思う事があるなら言ってくれ」
《……》
「もう上司じゃないんだ。俺を捕まえたっていいんだぞ」
《あ……》
　何の「あ」なのか、問い詰めたい。
　恋人へ向けた微笑から、昨夜と今朝の怨嗟の表情、そして電話の向こうで戸惑っている気配。人間らしい鏡に気が逸る。
　もう、俺は、警部補ではない。飲みに誘うくらいいいだろう。
《今夜、話せますか？　時間》
「いいよ」
　答えてから少年の処遇を気にしてみても、心は酒の席に向いている。しかも鏡から、あの鏡から人間的な接触を試みてきている。逃す手はない。
　少年が眞裕に会いたいと言うので、この機会を最大限に利用しようと思った。眞裕は恋人との数時間を奪った点について冷淡に俺を罵ったが、少年ともう少し話してみたいと思っていたらしく、丸く収まったと見ていいだろう。
　俺の無き後も後輩の一羽と事件解決に邁進する元部下の鏡を労りたいという気持ちは全く自然なものだと思う。署から二駅の店に予約を入れ、改札で待つと伝えた。
　一日止む事のなかった雨が、蒸せるように匂う。
　身形はいいくせに使い古したビニール傘をさして現れた鏡が、今夜は右隣に座っている。何もかもが違って見える。
　立場は結局、その時々によって象られるだけのものだ。もし違う場所で出会っていたら、互いに近づき関与する事ができただろうか。慣れないから、こうも弾むのだろうか。考えずにはいられない。
「どうしてた？」
　運ばれた料理を順に眺めた後は黙り込んでしまった鏡に、問いかけた。
　蒸し鶏にかけられた梅のソースには小葱が散らされ、更に鏡の湿った視線が注がれている。他に大根と空豆の煮物、青じそとオクラのロールカツ、海老と韮の炒め物が並び、互いにビールのジョッキに指をかけたままだ。
　いつも左側に居た。だから、この角度から壮麗な左半分の顔を眺めるのは、初めてだ。いや、何度もあったのかもしれないが、思い出せない。ただ右側より左側の方が、鏡は幼く見えた。
　睫毛の影が、一回。……二回。
「あ……、の」
「ああ」
「福座ふくざ警部が、戻ってきて」
　返事をしながら、恰幅のいい平和な風体を思い出す。あと数年で定年を迎える福座は俺が巡査部長だった頃の班長で、鏡も一年世話になっている。叩き上げの刑事で、名前の通り大福か御神籤でも売り歩きそうな人情味と親しみ易さが溢れている男だ。愛妻家で、孫は七人。正直もう引退して欲しいと願うくらい幸せな爺さんである。
「一羽と馬が合って、煩い」
「そうか。でもやり易いだろう。大ベテランだ」
「古藤さんが辞めてから、馬鹿とマルセイ誰が面倒見るんだって話になって、あの人、早期退職するつもりだったのを、やめて、自分で言ったんだって」
「そうなのか」
　鏡が現場以外でそれなりの分量を喋った。心底、驚いた。署内で馬鹿呼ばわりされるのは一羽だけに限らないが、精神異常者扱いを受けているのは鏡だけで、それが納まらない現実が苦々しい。本人は気にしていないようだが、俺は何度か無言で訴えた事がある。班を率いていようと俺はまだ若手で、組織内の発言権などはないに等しい。──間違えた。無いに、等しかった。
「古藤さんの事、残念だって」
「あの人は花をくれた」
「へえ」
　やっと鏡が箸を手に取る。
　何から食べるだろうと見守っていたら、空豆だった。鏡は蝋人形のような顔のまま早食いする時もあれば、眠そうに時間をかけて少量を胃に収める時もある。本当に食べる気があるのか、むしろ食事をしている自覚があるのかさえ疑っていた時期が遥か昔にあったが、今では結構わかったつもりだ。
　好きな物を、長く舌に残す。　
「旨いか」
「うん」
　少年と心和む時間を過ごしたせいか、鏡にまであれこれ世話を焼きたくなった。料理を取り分けてやると、相川にそうしてもらっているのか、かなり自然に受け止めている。もっと嫌がるかと思ったが、外れた。
　嫌がる鏡に、いいじゃないかと、言いたかった……のか？
　目の奥が熱く痛んだ。本題に入るべきだ。
「話があるんだろう？　どうした」
　そのまま止まるのかと思う程、咀嚼のペースを落とし、やがて呑み込むまで、鏡は黙って宙を見ていた。それから、戸惑うような、苦しむような、微妙な眉の寄せ方をして目を細め、身体ごとこちらを向いた。
　待て。急に表情豊かになられて、少し追いつかない。
　何の顔だ。目を潤ませて。
「あの、さ」
「……ああ」
　言いようのない不安が胸に渦巻き、俺も強く眉を搾る。
　聞きたくないような予感があった。
　鏡は言った。
「咲樹は無実だけど、他の二人は……」
　一瞬で頭が冴えた。
「鏡」
「古藤さん、優しいから。でも、あいつ」
「彼は子供だ」
「でも」
　洩らす言葉が苦しげな溜息に彩られ、鏡も好き好んで苦言を呈しているわけではないのだと伝わってくる。
「鏡」
　箸を置き、腕に触れた。細いがしっかりと鍛えてある身体は、針金のようでもあり、慈しみたいような感触でもある。あまり触れた事のなかった元部下の身体に、そっと体温を感じられる薄い衣に、掌が妙な気を起こす。
　だが、大切な存在である事実は変わらない。
　覗き込むと、むずがるように視線が逃げた。
「聞いてくれ」
　背けられたから見える左側の横顔は、表情のせいかやはり幼く、か弱くさえ映る。細い顎にかかる鳶色の髪も、細く艶やかだ。食い縛り言葉を堪えているのか、唇が蠕動している様は泣き出しそうなようにも見えて、胸が騒ぐ。
「鏡」
　だが、わかっていた。
　例え視線が絡まなくても、鏡は俺の声を絡め取る。
「俺の刑事としての人生は予定よりだいぶ短いものだったが、そのほとんどをお前と過ごせて心から幸せだったと思うよ。だから、俺が小井出遥来を独断で保護したのが気に障ったなら悪かった。すまない。もう刑事じゃないのに出過ぎた真似をした。だがわかって欲しいんだ。こうなったらもう投げ出せない」
　伝えている間に鏡の表情はいくらか治まり、喉をふるわせた後で大きく息を吐くと細かく頷いた。安堵して腕を離し、互いに料理を摘む。
「それで岡谷を締め上げたのか」
「パソコンぼうず」
「凄い目で睨むから寿命が縮んだよ」
　言ってから、しまったと思う。事故で生死を彷徨った俺の元に一番に駆け付けたのは鏡だと聞いている。冗談が冗談にならない事を、誰よりもよく知っている男に言っては駄目だろう。
「すまない」
「頭打ったから馬鹿になったんじゃないの」
「かもしれない」
　だが鏡の直感は捜査する中でいつも当たった。的中しなくとも、かなり近い位置まで真相に迫り、結果的には解決する。だからいくら恋人が当事者で冷静さを欠いているからと言っても、鏡の迷言とは片づけられない。事実、上丸はマカオで尾行されている。それは恐らく──
「は？」
「聞いてないのか」
　驚きも束の間、別の次元での深刻さが迫る。鏡は相川からの連絡を受けていないらしい。
「上丸が防犯カメラの映像を持って帰ってくる。そこは目を瞑るとして、解析するときお前も時間が取れそうなら来て見てくれ」
「わかった」
「それはそうと、大丈夫なのか？　婚約者だろ」
　連絡を受けていない方の鏡を責めても仕方ないが、つい口に出た。上丸と相川が何を考えているのか、釈然としないを通り越し怒りに似たざわめきが燻る。鏡は黙々と食事を続け、唐突に呟いた。
「咲樹は、上丸と結婚する」
「え」
　咄嗟に口を噤み、酒を流した。
　どういう事だ。何故だ。
　確かに鏡はあまり甲斐性もないかもしれないし、容貌ほどの甘さで女性を包み込みはしないのかもしれないが、高校からの深い絆がある二人は彼女が拘留されて更に深まったはずだろう。上丸の知能と財力で俺たち全員が救われたのも事実だ。だが、だからと言って、そこまで爽快に乗り換えられるのか。相川は金で動くような女性ではない。ならば一体、鏡の何が上丸に劣ると言うのか。
「じゃあお前、今──」
　今度こそ、己の口を疑う。
　鏡はいつもの表情で黙々と食べ酒を流し込んでいる。確かに、言われた通りだ。最近の俺は以前に比べて油断しているし、判断力も劣化している。注意散漫で思考力も気づかないうちに鈍くなっているかもしれない。
　何を言おうとした。俺は。
　鏡が、今。何だっていうんだ。




　目覚めと共に途切れる事のない雨音を聞いた。灰色に濡れた空が押迫る道で、日常の前触れを踏みしめる。
　六時半に着いた。俺が待たせていた。鏡は横向きに岡谷のデスクに寄りかかり、生きているのか死んでいるのか、起きているのか寝ているのか、全く把握できない透明な眼差しを宙に投げている。
　八日ぶりに見た上丸の顔には、普段のあどけなさはなかった。
「始めよう」
　全部で八台備え付けられている端末の中央、最も大きい画面に複数の写真が表示される。鏡が身体の向きを変えた。その襟足を無意識に眺めてから、画面に目を細める。
　写真だと思っていたが、動き出した。
　リゾートを思わせる大理石風の洗面所で、花の据えられた鏡に向かう女性。トイレか。着飾った背中の筋が蠢き、右に左に顔を向け、化粧の出来栄えを確かめている。結い上げた髪がほつれてうなじに垂れている。目鼻立ちはどちらかと言えば質素に見えるが、派手すぎない化粧が美しい東洋人らしく様になる。その目尻を薬指でなぞり、口紅を直し、微笑む。
　不破英里奈だ。
「トイレから出た後、南側のポーチを通って、プールの前まで」
　岡谷が解説しながら画像を切り替える。
「ここで二人を見てる」
　陽射しから夕方だとわかる。開けた空を背景に、肩を出したドレス姿の相川と正装に近い上丸が、会話をしながら飲食していた。人の波を縫いながら、不破は幾度も視線を投げて二人を見ている。確かめているのだ。だが、
「通り抜けて、北のポーチから中に。廊下。突っ切って、中央の広場で」
　接触はしない。
　滞在客は人種が混在しているが、東洋と東南の割合が多いようだ。　
　鏡が左脚に体重を預け、息を吐いた。
　岡谷がカーソルを特定の人物にあてる。不破は画面左下から、上に向かって歩いていく。その人物は丁度、右上から下へ歩いてくる。上背のある若い男は日本人に見える。黒一色の軽装だがアクセサリーと華やかな容姿で目を引く。堅気の雰囲気はない。二人はすれ違い様に、刹那と呼ぶには長すぎる程、微笑を交わした。
「はい見て」
　岡谷が動画を停め、カチカチと音を立てつつ画面中央を別窓で拡大した。女と男の、触れあう指先。不破と男は、人前で他人を装い、行動を別にしている。だが本来は親密な関係のようだ。
「誰なんだ」
　深く考えずに訊ねた。上丸がいつになく真剣な表情で俺を見たかと思うと、鏡まで忌々しげな顔で肩越しに睨んでくる。岡谷は画面から目を離さない。
　馬鹿、と鏡が呟いた。耳を疑い、目も疑う。うろんな表情を浮かべる鏡がやけに眩しく見えるのだ。なぜだ。俄かに戸惑い、不機嫌でも感情が見てわかるのは嬉しいのだと気づいた。
　それで、誰なんだ。この男は。
「風間かざま總臣ふさおみ」
　その名の持つ響きに、霧が晴れる。
　上丸は続けた。
「現在保護している小井出遥来の、家裁の担当」
「どういう事だ」
「どうもこうも。判決直後、少年と別れてすぐ飛行機に乗ったって事だよ。僕らの少し後にね」
　俺は黙って画面に目を凝らした。
　当然、偶然などではない。ありえない。
「裁判を通して知り合ったのか」
「違うだろ」
　呟きに、鏡の声が被る。身体を開き横顔を見せ、鏡は忌々しそうに肩をふるわせ息を吐いた。珍しい姿だった。苛立ちを制御しようともがく鏡が痛々しい。元婚約者とそれを奪った男が仲睦まじく宴に興じている場面を観察しなければならない苦痛に加え、二人は不穏な脅威に晒されている。鏡の抱える重圧が、蝋人形のような顔に血の気を与えている。俺は確かに、それを待ち望んできた。だが今、とてもじゃないが、喜べない。
　不破と風間は繋がっている。恐らくは深く、確かに。
「今のところ小井出母子の金が不破に流れ着いた証拠はない。ただ現金化されているからにはある程度は憶測で繋げるしかないでしょ。それにしたって、嫌な顔ぶれ」
　上丸の声が鋭利な色を含む。
「何もなかったのか」
「ないよ。楽しく遊んだ。最後二日はいなかったと思う」
「不破を探ろう。風間については知り合いの弁護士が調査している」
「そんなの僕がやった方が早い」
「そうかもしれないが正当な手続きを踏まないと後々不利になる」
「正当」
　俺と上丸との会話に鏡が口を挟んだ。何か気に障ったらしい。すると妙な空気になった。上丸も鏡も物言いたげな目をして俺を見ている。おかしな事を言ったつもりはないが、そう思っているのは俺だけらしい。岡谷に目で問いかける。岡谷はチラと俺を見てから画面に目を戻し、普段と変わらぬ口調で言った。
「あぁ、まぁ。もう刑事じゃないから？　正当な捜査権が誰よりもない的な？」
「……」
　そういう事か。そうだった。忘れていた。
　その事実はあまりに衝撃的すぎた。俺は堪えられず、却って平静に陥った。
「それはお前たちも同じだろう」
「僕はセキュリティー業界の星、大天使ケルビム。専門です」
「だが違法に入手した映像では立件できない」
「立件じゃなくて、僕は僕の家族に危険が迫らないよう安全な囲いを固めたいの。その為に知恵を搾って金を撒く。当然でしょ。そもそも合法です」
「何？」
　上丸の細い身体が画面を横切る。そして一つずつ映像の窓を指差しながら、見掛けにそぐわない眼差しで俺を射る。
「これはスウェーデンの一二歳の女の子から二〇〇〇クローナで買った。日本円で二五万くらい。これはスイスの一三歳の男の子から一三〇〇フラン、一五万くらい。これはルーマニアの女子大生から五○○○ユーロで、だからだいたい七〇万弱。こっちはカイロの公務員、これはロシアの主婦から。こうやって世界のハッカーから情報を買うんだよ。みんな優秀で、技術を競い合ってる。だから安価で質のいい情報が僕らのマーケットには溢れかえっているんだ。僕は海外の商品を購入しているただの消費者。僕も彼らも裁かれない。法治国家ジャパン万歳」
　耳にした事はある。だが現実となって目の前に並ぶとは思ってもみなかった事柄に、唖然としてしまうのは仕方ないだろう。国内でこれだけの知能犯には凡そ遭わない。ましてそれで相川の無罪を勝ち取ったのだから、否定はしない。その財力で俺を死の淵から回復させたのだから、非難はできない。
　だが、そうであるならば。
　俺は、何をしてきた。
　視界の隅に現職の刑事が佇んでいる。鏡も、俺も。無価値だと言われたような無力感と、苛立ちが膨れ上がる。
　お前は役立たずだと、示されたに等しい。
「もちろん悪用なんてしないし、普段は企業相手にシステムを組んでるよ。今回が特別。派手にやってテロリストに目をつけられるなんて御免だし。咲樹ちゃんと長生きしたいし孫も抱きたいです」
　上丸の無神経な発言に自己憐憫などは忽ち消えた。案の定、鏡が静かすぎる眼差しで上丸を見つめる。
「喧嘩しないでぇ。こーわーいー」
　岡谷の欠伸に乗せた訴えさえ、非現実的で不気味だ。
　不意に鏡の身を案じる。上丸にとって鏡は不要な存在と言えやしないか。相川を手に入れる為の壮大な計画だったとしたら。飛躍しすぎか。だがなぜ少年を調査していたのか。小井出遥来の担当だった風間が不破と通じている。裁判では炙り出されなかった関係が潜んでいるとするならば、何も風間に限った事ではないはずだ。
「やだなぁ。のりりん怒ってる？」
「いや」
　しょげて肩を竦める上丸は、少なくとも俺を本人の言う処の家族と見做しているように思える。しかし、上丸に感謝こそすれ、その生き方には共感できない。はやり悪は裁かなければならない。捕えなければならない。罰するという以上に、一刻も早く止めなければならない。
「頼みがある」
　上丸が姿勢を正した。急に年相応で気弱なオタクらしい反応をするから、猜疑心やどす黒い感情が緩和され、気が解れる。忘れてはいけない。上丸は一般人ではない。そして何より、この男の罪は女性の心を奪った事、その一点だけなのだ。
「それだけの技術があるなら正当な証拠として扱えるように準備してくれ。俺たちには逮捕権がある。刑事訴訟法二一三条、一般市民に委ねられた私人逮捕には実力行使も認められる。終着点は逮捕だ。お前の助けが居る。協力してくれ」
　岡谷が溜息を吐いた。
　上丸の身体から穏やかな色が取り去られ、一歩、また一歩と歩み寄る毎に、得体の知れない棘を纏う。鏡が目で追っている。正面に立った上丸の、相手を呑み込もうとする気配を懐かしく感じた。この青年には善意がある。良心がある。もし二つの内どちらかが欠けていたら、恐らくは政治犯かカルト教祖に似た牽引力で凶悪犯罪を率いたのではないだろうか。紙一重の大きすぎる力が、痩せた身体に渦巻いている。
　真直ぐな眼差しの、眸の奥。試されているのは、俺の方だと知る。
「二度は死なせない。僕が貴方を守ると決めたんだ。彼女も。だから危ない真似は止して下さい。満足してもらえるように全力を尽くすと約束します。だから貴方も己の立場を弁えて下さい」
「俺の立場。何だ」
「障碍者で更に爆弾を抱えている。僕は彼女を助け出した。他の二人は、助けようとも思わなかった」
　穏やかな声で、随分と辛辣な事を言う。鏡が相川以外を疑うのは、既に上丸と意見を合わせていたからなのだ。そして今、俺にもその意を含めと言っている。
「小井出遥来は被害者だ。それは譲れない」
「僕が挙げたのは彼が殺していない証拠ではない」
「海崎衛殺害の実行犯は他にいる」
「それは誰でもいい。とにかく、貴方が、悪魔の子を匿おうとしているのが嫌」
　上丸にはわからないのかもしれない。少年は悪ではない。不幸なのだ。
　今は上丸を責めても解決しない。立ち止まる時間はない。
「風間を洗えばはっきりする」
「その時、傷つく貴方を見るのが辛い。だから、あまり入れ込まないでよ。もう抱え込むしかないのは僕もわかった。どこまでも協力するから、だから、これは僕からのお願い。ほんっとお願い。小井出遥来にだけは落ちないで」
「──なんだ？」
　話が逸れた。俺はそう感じたが、上丸はいつにない力強さで掴みかかってくると、鼻息も荒く見上げてきて、その興奮して縋りついてくるような様子が若干快いのも否めないが敢えて言う必要はない。第一、話が逸れているのだ。
　上丸が可愛くないとは言わないが。
「僕、のりりんは面倒見過ぎだと思う。自立支援とかって、付きっ切りで食事の世話までする事じゃないよね？　なんかそれって猫可愛がりしてるだけじゃない？　目尻下げちゃってさ。フレッシュでジューシーなエキスをあてにしたりしてないよね？」
「俺は変態じゃないんだ」
　なぜそんな事を力説しなければならない。
　だいたい須く少年というのは愛らしいのだ。だがそれは性や恋愛の対象としてではなく、尊ぶ対象として眩しく、愛らしい。小井出遥来に限った話ではない。つまり少年だけでなく言うなれば少女も、若木として尊く、輝き、愛らしく目に映るのである。そして、俺からすれば少女より少年の方がより一層、可愛い。尊いから大切にしたい。それだけの話だ。
「お前だって犬より猫が好きだろう」
「あっ、ほら捨て猫だと思ってる！　もう絆されてるっ。完全にやられてるッ」
「何を言っている」
　馬が涎を撒き散らすように興奮して首をふる上丸を、落ち着かせようにも術がない。この青年は止められない。一先ずは嵐が過ぎ去るのを待つしかないのは百も承知だ。
「いや、二人とも変」
　岡谷が冷静に口を挟む。よく言ってくれた。さすが従兄弟だ。
　鏡が静かに、一言もなく出ていく。突然、得体の知れない焦燥感に駆られ俺は上丸を引き剥がした。俺の貞操観念に対する誤解など、鏡が婚約者を失った事に比べればどうという事はない。
「待ってくれ。一緒に行こう」
　エレベーターが閉まる寸前に滑り込めた。鏡は俯いているが、まるで表情がないというわけでもなかった。どことなく不服そうに見える。
「まさか早朝に集まるとは思わなかった。すまない」
　返事はない。俺との会話に付き合う余裕がない、という性格ではないはずだ。つまり、口を利きたくないのだろう。
「何か食うか？」
「……」
「まだいいだろ。俺も時間が空くから」
「御迎えまで？」
　低く哂うように、鏡が洩らす。重く圧し掛かる少年の問題が異様な波紋を広げている。思えば鏡と恋愛観など語り合った事はない。皆無だ。上丸には同性愛者なのかと訊ねられたから、認めた。鏡は婚約者を奪われ、しかしその身の安全を奪った相手に守られているという状況で、元上司が同性愛指向である事実を垣間見た。酷いストレスである事は想像に難くない。ともすれば俺を嫌悪していないとも限らない。咄嗟に弁明が浮かんだ。
　お前を性の対象として見た事はない。だから安心してくれ。嫌わないでくれ。
　しかしそれとは別の言葉が滑り出た。
「小井出遥来には助けが必要だ。過保護に見えるかもしれないが彼には頼れる家族もいない。実は福祉士に委任状を書いてもらえる事になった。だからしばらくは俺が保護者になる。事態が落ち着くまで、彼の親代わりをするよ」
「……そこまで？」
「お前は嫌だろう。でも一番に報告した。それで許してくれないか」
　一階に着いた。鏡は地下の駐車場には停めず、ビルの前の路肩に車を寄せていたようだ。雨脚が強く、人気のない朝の街はそのまま沈み込んでしまいそうなほど暗く重い。返答もなく、朝食の誘いもあやふやなままで、滑るように建物を出て行こうとする鏡に手を伸ばした。
「濡れる」
　囲い入れるように半身を腕で庇う。軽く背に触れた程度で、嫌がられるほどの接触ではないはずだと何故か己を励ました。何に怯えているのか自分でも理解し難い。少年との関わり方について、他人の意見は重要ではない。しかしそれは鏡も同じとは言い切れなかった。何か言い訳が必要な気がした。
　おかしい。
「古藤さん」
　腕の内で鏡は緩やかに身体を向け、正面から俺を見あげた。つい先刻には上丸が同じくらいの位置にいて、同じように俺を見あげていた。それなのに、雨音の中で鏡が哀しそうな微笑を浮かべているから、胸が軋む。
　蒸せる様な雨の匂い。何度も呼ばれたはずの名が、今朝はとりわけ耳に優しい。それもそのはず。鏡は微笑んでいるのだ、俺に。
「濡れたのはあんただろ」
　泥のように、呟いて。俺の手を撥ね、雨の下へ飛び出し、乗車して走り去った。
　ただ叩き付けられる雨粒を眺めて、左の肩に触れる。耳朶に触れる。
　まるで気がつかなかった。本当だ。濡れていた。
　雨音が遠く、木霊する。
　左に鏡はいないのだと、思い知った。雨の中で引き留めようと、もうすっかり以前と違う。当然の顔で隣に立つことはできないのだ。
　俺は、どうしたらいい。そう思い煩う事自体、苦しい。




「気配がないですね」
　梅雨晴れの空に手を翳し、相川が目を細める。華奢な身体にグレーのスーツを纏い、襟の広いストライプのシャツの腕を捲り上げ、髪を一つ結びにしている首筋には上丸から贈られたという天然石のチョーカーを巻いている。
　白い。白く細い首筋。それを二重に廻る黒い紐と、白地に薄茶の波模様が混じる不思議な石。オーシャンジャスパーというそうだが、視線に気づいたからと言って自ら説明した相川の神経がわからない。
　鏡を棄てて、他の男を選んだ。鏡は俺の部下だった。その俺に臆面もなく打ち明けるのは、上丸に救われた者同士であるという仲間意識なのか。
　女性はわからない、と。片づけられない。
　鏡の謎めいた美貌も人形を思わせるが、相川も同類と言える。目の大きな雛人形。尖った小さな鼻も顎も、赤い唇を引き立てる。鏡と並べば美男美女で様になる。上丸とでは、つり合わない。
「やはり、近隣の情報通り裁判の前から人は住んでないんでしょう。ふぅ、会えないか。でも掃除には来ているんですよね。だったら帰ってくる気があるって事？」
　不破邸を訪ねた。高級住宅地に門扉を構える立派な一軒家だ。外観から築三○年は経過している。手入れは行き届いているが無人だった。怪しまれない程度に近所を訊ねて回り、逮捕後すぐに一家はどこかへ移り住み、しかし屋敷が売却される様子もなく長・男・が掃除に通っていたと証言が取れた。
「確かに不破英里奈には兄がいます。両親は海外勤務のため兄が一切の面倒を見ていたはずです」
「会った事は？」
「いいえ。私が担当した時は本人が来ました」
　自立心の強い令嬢なら、教育も受け肝も据わっている。法的な手続きを自ら行っても不思議はない。しかし今となっては全てが胡散臭い。なぜ捜査に上がらなかった。
　相川は再び厳しい目で屋敷を見あげる。長い睫毛が卵型の頬に影を落とす。どうしても鏡を思い出す。
　どういう神経をしているんだ。
　などと、口には出せない。
　相川が苦しそうに息を吐いた。唇を引き結び、顎をふるわせ、わずかに涙を溜めて堪えている。
「一緒に喜べたはずなのに」
　もう一つ、俺たちには共通点がある。相川も小井出遥来が判決通り無罪であると信じている。それで上丸と仲違いをして俺と不破邸を偵察しているなら気も晴れるが、ただ取引先を訪問する間の見張り合いだ。相川は俺が少年に過度な接触を試みないように、俺は相川の身に危険が及ばないように、それぞれ監視し合うよう厳しく言いつけられている。情けない。
　しかし女性は強い。少年を岡谷に任せ、不破の調査に乗り出した。面識のある相川が訪れるなら不思議はないし、直接話を聞けるかもしれない、というのが本人の言い分である。一理ある。
　不破が無罪という立場を堅く守り通したとしても、被害者ではあるが弱者ではない。炙り出す好機を逃す理由はなかった。
　相川が岡谷に連絡を入れる。相川はまず少年の様子を訊ねた。
「遥来は？　ご飯食べた？」
　疑う余地もなく、相川は善人で情に篤い。だからこそ半分人間をやめたような鏡の面倒を見てきたのだろうが、自身が冤罪という不幸に見舞われ愛が冷めたのか。それは責められない。だが、あまりにも自然体すぎる。
　鏡には心がある。それを誰よりも知っているはずなのに、なぜ。
　示し合わせたように内ポケットで端末が震えた。眞裕だ。サングラスを外し、相川に目で合図をして背を向ける。背中に相川の声を聞き、少年が電話口に出たと知ると、ささくれた心も幾分凪いだ。
「俺だ」
《あぁ、だろうね。例の家裁のアレ、調べたけど、判決の前に退職願出して、無罪確定の二日後から有給消化に入ってるみたい》
「そうか。その件だがこっちも進展があった──」
　風間が家庭裁判所の職員として退職活動を進めているなら、有給を使って旅行はできる。マカオの一件を簡潔に伝えた。
《あっそう。それでも委任状欲しい？》
「返事をした方がいいか？」
《否、付き合うよ。風間が彼の担当になった経緯が酷くて、小学二年で二回、四年で一回、五年から六年にかけて三回、中学一年で一回、児童相談所に保護されてる》
「本当に酷いな」
《この内負傷して手当てを受けたのは中学に入ってからの一回で、母親が救急搬送されて家庭内暴力事件の扱いになった》
「殴ったのか？」
　あの愛らしい少年が、母親に暴力を揮っただと？　信じられない。
　だが続く言葉に目が眩んだ。
《昼間、酔って眠った母親をカーテンの紐で》
「首を絞めたのか」
《無理ないね。この時、本人も痩せこけて身体中に痣があったって。そこから風間との付き合いが始まった。仲は良かったみたいだよ。絞殺未遂も御咎めなしの一時預かりで済んでる》
「関係は深いな。だがあの様子だと風間から自白を強要されているぞ」
《うん、変だね。実際、無罪を勝ち取ろうというような動きをしていない。それで気になって面会記録を調べたら、少ないんだ。異常だよ》
　少年の傷ついた心を思うと胸が痛むが、浸っている時間こそ無駄だ。
「他に何を調べた」
《むかつくなぁ。結論を言うと、不破の方が異常に面会が少ない》
「相手は」
《兄。不破篤之進あつのしん。五一三日の拘留でたった三回。但し手紙をやりとりしていて、二四通。凡そ三ヶ月に二通》
「こっちも兄が家の掃除に来ていた」
《で、さっきの話だけど。風間は不破サイドとは接触してない。記録を見る限り。もちろんお前のいる上丸一派にも関わった形跡はない》
「ああ、だが──」
　声を潜めて話す相川の背を、指で叩く。振向いた相川が息を呑み一言、切るねと告げた。
　角を曲がり、上背のある男が現れた。端整な顔立ちを柔和に崩し、余裕さえ感じる足取りで向かってくる。だが、速い。
「これからそうなる」
　返事を待たず通話を切った。
　風間總臣は容姿にそぐわない地味なスーツ姿だが、歩き方ひとつとって見ても油断のならないある種の電波を放っている。
　庇おうと思った矢先、右脇から相川が颯爽と躍り出て男を呼んだ。
「風間さん」
　二人は眩しい微笑みで握手を交わした。唐突に始まった化かし合いに焦燥感が身の内で爆ぜる。悟られないよう悠然と構える必要があった。
「まさかこんな所でお会いできるとは思いませんでした」
「私もです。いつか御挨拶をと思ってはいたのですが、なかなか」
「ええ、わかります。おめでとうございます。お疲れ様でした」
「貴女も、おめでとうございます」
「はい、ありがとうございます。彼はどうしてます？」
　何故だ。斬り込むのが早すぎる。
　背の高い風間が半歩下がり、小柄な相川の顔を覗き込むように角度をつけた。目線が、ともすれば俺より高いかもしれない。
「難しいですね。これから心のケアが必要です」
　その笑みを鎮めた眼差しが、まるで相川を労わっているように見えた。面の皮が厚く、狡猾で強かな男だ。この背後に不破がいる。
　サングラスをかけるにはもう遅い。濁った左目は俺がどう関与しているかを包み隠さず暴露したはずだ。無罪判決を弾き出すきっかけを作った事故の負傷者。後戻りはできない。
「初めまして、古藤征紀という者です」
　風間は名乗るのが遅れた事を詫び、俺とも握手を交わす。
「彼女の社会復帰支援に携わっています。相川さん、風間さんとはどういう？」
「あっ、そうですよね。ごめんなさい、私ったら。風間さんは、私と同時期に拘留された高校生の男の子の、児童相談所の担当の方」
「家庭裁判所ですよ」
　風間が穏やかに訂正する。もちろん、相川の芝居だ。だが年若い彼女は優秀であっても経験は浅い。まして現場で被疑者と渡り合うなどこれが初めての経験だろう。襤褸が出ないといいが。
「あ、すみません。……今日は、不破さんを訪ねていらしたんですか？」
　やはり不安だ。だが決定的な単語を使わない限り、女性であれば情緒不安定という言い訳が利く。それに不破は相川に好意的な眼差しを投げていた。現段階で命の危険はないだろう。
　情報を引き出すべきだ。慎重に。
　相川と控え目な笑みを交わし、会話を引き継ぐ。
「ご存知かもしれませんが、彼女はもう一人の不破英里奈さんと面識があるんですよ。何か力になればと思って訪ねたのですが、どうも留守のようです」
「そうでしたか」
「今すぐ形にならなくても、被害者同士が互助会のように支え合っていくのは力になる。同じ痛みを受けた者同士、絆は強いはずですからね。その、彼は、どうしています？　さっき難しいと仰いましたよね」
「ええ、そうですね。塞ぎ込んでいます」
　堂々と嘘を吐いた。
　まだわからない。
「そうでしたか。会えますか？」
「もう少し落ち着いてから、様子を見て聞いてみます」
「そんなに？」
　相川が口を挟んだ。
「カウンセリングは受けていないんですか？　私は、こうして仲間に支えられてとても調子がいいです。よかったら私の受けているカウンセラーのアポを取りますから、連絡先を教えてください」
「──そうですね」
　勇み足も程々にと言いたい処だが、突っ走る性格は鏡と似ている部分だと妙な懐かしさを感じ、任せてみようと思ってしまった。だが風間の方が先に襤褸を出した。逡巡する目の奥に揶揄する光が閃き、微笑みは残忍な狡猾さを滲ませている。俺たちを取るに足らない相手だと見做したらしい。
「彼女はまだプリペイド携帯しか持てないので、連絡は私が」
「こちらは業務上の番号になります」
　名刺を受け取り、あとで掛けると伝えた。
　偶然などではない。沈黙を挟み風間に喋らせる事も考えたが、相川が質問を重ねてしまう気がした。だから先手と言えるか微妙でも核心を突いた。
「風間さんも、彼女が気になりますか？」
　目線を無人の不破邸に送る。すると、風間はばつが悪そうな顔をして首をふった。
「こう言うと語弊があるかもしれませんが、彼女には会いたがっているんです。気を悪くしないで頂けるといいのですが」
「でも残念でしたね。今日は留守みたい」
　相川が静かに応える。
「出直します」
「私も、また来ます」
「ではまたその時に」
「ええ。連絡下さい。必ず」
　別れ際の握手はなかった。離れてから追い払われたと気づいたが、振返り確認すれば墓穴を掘る。だが収穫はあった。風間は家庭裁判所の業務が継続していると装った上、俺たちが少年を保護しているとは知らない。
　しばらく無言で歩き、やがて相川が小さく謝罪の言葉を洩らした。だがまずは休息を取らせなければ。近くの喫茶店に立ち寄り、珈琲三杯で抹茶パフェとパンケーキとレアチーズケーキに付き合った。店を出る頃には快活さを取り戻し、持ち前の頭脳で分析を始めたのには驚いたが、納得もさせられた。
　オフィスに戻ると少年が飛びついてきて、直後てる美にも飛びつかれ身動きがとれなくなる。
「おかえりなさーい！」
「遥来。これなぁ～んだ」
「えっ？　あっ、ケーキ！」
　相川の土産に燥ぐ少年が微笑ましいが、俺は左肩と左側頭部にてる美の爪を突き立てられ、脳天を嗅がれていて心穏やかとは言えない。それに母親の虐待と通報の件も内心重い澱を降らせている。守ってやらなければ。
「ただいま」
「えっ、僕みんな食べていいのっ？　全部僕の？」
「そうよ」
「やったぁー！」
　少年はケーキに夢中で、てる美は俺の頭を甘噛みしている。
「岡谷、何か進展は」
「記録を洗ったけど、とりあえずジャーキーあげなきゃ」
「そうだな」
　猫の首を掴んで引き剥がす。てる美は牙を剥いて低く呻り睨みつけてくる。自分から飛びついて来たくせに、何故だ。
「そう怒るなよ。お前の鮪について話し合おう。盗らない。盗る気はない」
　俺には焼きそばにてる美の物と知らず鰹節をかけて食べた前科がある。だがこの小さな獣が込み入った詳細を記憶しているとは考えにくい。単純に、俺を憎々しく思っているのだろう。轢殺しそうになったのだ。
　いや、それにしては友好的すぎるか。猫は不可解だ。
　岡谷が鮪ジャーキーの袋を手渡してくる。
「はい」
「ありがとう。さあ、交渉開始だ。わかっているだろうがその牙を引っ込めない限り俺は袋を開けない」
「ちょっとぉ、バリッってされるよ？　グラサンで顔に疵ついた古藤さんなんか、うわぁ～若ラフな格好で歩いてるぅ～ってなるよ？　さすがにまずいっしょ」
「てる美。信じてる」
　ほどなくして上丸が出先から戻り事のあらましを告げると、相川の身体をベタベタと触りながら大げさに騒ぎ、最後には相川を賞賛して恍惚とした表情で天を仰いでから俺を一瞥した。俺は弁明する気もないし、上丸も叱責する気はないようだ。
　しかし岡谷のデスクに移り、不破英里奈と風間總臣の調査結果を受け、上丸は珍しく剣呑な顔をして低く唸った。
「そんなわけない」
「わけないったって、ないものはないんだもん」
「それじゃあ二人は……」
　岡谷の報告に別段疑問を抱かなかった俺は、上丸の怒りと、それをある程度仕方のないものとして受け止めている様子の岡谷に違和感を覚え問いかけた。
「何が気に喰わない？」
　上丸がデスクを叩いて俺を睨む。相当、溜まっている。
「この二人には記録しかない」
「不備があるのか？」
「違う。不破も風間も、経歴があるだけで、事件以前に生活をしていた形跡がないの。つまり不破英里奈はバレエコンクールで奨励賞をもらった記録はあるけど実際そのコンクールにはそんな子出ていないし、風間總臣は大学を卒業している記録はあるけど該当する時期の全ての映像・画像・証言にもそれらしき人物はあがってこない」
「成りすましって事？」
　相川が切り込んだ。彼女にとっては他人事ではない。しかし、成りすましとは違う。と言うより、むしろこれは──
「架空の人物だ」
　確信をもって断定した俺に、上丸が頷いた。
「そう」
「不破英里奈にはお兄さんがいるでしょ。彼はどうなの？」
「名前はアツノシン。こっちで調べた限り、妹の面会は三回だけだが手紙を二四通やりとりしている」
　相川を補佐する形で繋げるが、岡谷は淡々と答えながら証拠らしき書類等の画像を表示していく。
「それ調べたけど、公式な手続きは全部郵送でやってきたみたいで、銀行・保険・その他窓口関連の可視化媒体が一切なかった」
「待って」
　今度は相川の声がやや震え、強張った表情で宙に問う。
「そんな人がストーカー被害なんて訴える？」
　尤もだった。第三者に成りすまして生きている人物が自ら公式手続きを踏むのは矛盾している。それに褒めるわけじゃないが、そんな度胸がある連中なら付き纏う若者なんて自分たちで始末できるだろう。
「岡谷。海崎衛の写真を出せるか？」
　それぞれ固唾を呑んで画面を見つめていたが、表示された顔写真を見て、相川が細く息を吸い、呟いた。
「彼じゃない」
　括目し口を押え、うっすら涙まで浮かべている。上丸が寄り添い華奢な相川に手を添えた。相川の眸がゆれている。
「私が、見た、海崎じゃない……！」
　だが司法解剖から検死報告までこの男が海崎衛として扱われ、無縁仏として埋葬されたのだ。それならば、つまり。
「役者は二人。二年前に殺害された男と、四年前に記録を作った男」
「どういう事……っ？」
「長い計画だ」
　相川は狼狽し、今にも泣き出しそうだ。無理もない。彼女は冤罪事件より更に前から不破英里奈によって選ばれていた事になる。海崎衛殺害という事実を確定する為の証人として。
　そうであるならば何故、小井出遥来という最若年層の<実行犯>が必要だったのか。選ばれた理由があるはずだ。
　そして何故、<被害者>である海崎衛役を変更する必要があったのか。
「岡谷、海崎の過去を洗ってくれ」
「今やってる」
「殺された男が本当に海崎なら、ストーカー被害の方が只のでっち上げで済む。目的は不明だが通常の捜査で充分だ。だがどちらも海崎でないなら、被害者が増えるか、最悪、司法と警察のどちらかに本当の<共犯者>が潜んでいる」
　上丸がついに相川を椅子に座らせた。相川は両手で顔を覆い俯いている。
　岡谷が唸った。
「あぁ、ない。不破よりない。そもそもこの年でトラック運転手とか……最終学歴は、中卒。その中学も不登校。でも卒アルが手に入ったから顔認証にかけてる、け、ど、……一致しなかった。っていうか、あぁ、なんか、名前ない」
　小馬鹿にしたような笑いを洩らしているが、岡谷の場合、辛辣さというより焦燥感で笑うしかないのだろう。
「不破、風間、海崎の経歴は作られたものだ。だが一人確実に殺されている。殺された男は少なくとも四年前は別の氏名を名乗って生活していた。無関係とは考えにくい。当時の<海崎衛>の周辺人物で同年代の男を殺された男と顔認証にかけろ。相川、辛いだろうが画面を見て、海崎だと思っている男を探してくれ」
　前髪を払いながら顔を上げた相川は、恐れ慄いてはいるが挑む眼差しで画面を見据えた。上丸が気遣っている。岡谷がキーボードを叩く音がけたたましく響き、画面に表示される文書や画像が高速で重なり、入れ替わっていく。
「不破英里奈が作られた人物なら兄を名乗るアツノシンには実体すらない可能性もある。手続き上の名前か」
「でも面会に来てる」
　上丸が相川の肩を撫でながら、苦い顔を向けてきた。
「ああ。だから風間の一人二役ではないはずだ。風間は不破邸に出入りしてきたかもしれないが、小井出遥来の担当として携わる以上、兄のふりをしての面会は不可能だ。もう一人、男がいる」
「止めて」
　相川が画面に飛び付き、細い指を突き立てた。
「この人。私が見せられた写真の海崎は、この人がとてもよく似てる」
　それはトラックの積み荷を上げ下ろししている映像で、暗い倉庫だとわかる。岡谷が拡大し、映像を鮮明に処理していく。線の細い、今時の若者だ。だが少し華奢に見える体格の割に、自分の身体より大きな荷物を手際よく扱い、荷台に乗り込む動作から高い身体能力が伺える。
「食品工場の、搬出口の防犯カメラ」
　岡谷が呟いた。
　四年前もドライバーなら、殺された青年とは職場繋がりと見ていいだろう。
「ストーカーにしては顔がいいな。不破は女子大生だろう。どこで出会った？」
「花屋です」
　相川がふり向く。
「不破英里奈がバイトしていた花屋の向かいに精肉店があって、海崎はそこに出入りする業者の一人でした」
「それで言い寄った」
　何か思い出したのか、相川が息を詰めた。
「……始めは仲がよかったって。だけど、あんな家に住んでるお嬢さんは、町の肉屋に出入りするドライバーなんて普通相手にしない」
　あ、と岡谷が音を挟む。
　注視した画面に同じ作業着の青年が現れ、全員が息を呑んだ。
　岡谷が顔認証を試みる。三分もかからなかった。
　繋がった。海崎衛と思しき二人には、面識があった。
「岡谷。従業員リストと免許証を調べてくれ」
「今やってる」
　二人の免許証が表示され、相川の認識に軍配が上がる。
「森脇もりわき良次りょうじ──これでもう一人の名前がわかった。何か出るか？」
「はいぃ……ええと。森脇良次は普通に実在していたみたい、だけど、結果的に海崎衛として死んだ。あ、殺された。どこかで切り替えがあるはず……」
　固唾を呑んで岡谷の調査を見守る。数分の沈黙を挟み、画面には文書ファイルと画像が順序立てて並べられ、岡谷がカーソルで最初の公式文書に円を描いた。相川の署名がある。
「まず、海崎衛に接近禁止命令。海崎が食品会社を解雇。次の週、森脇良治の無断欠席を上司が心配して、自宅で失踪宣言書を見つける。これで森脇の捜索願が不受理。翌年の<海崎衛>の免許証。咲樹さんの知ってる海崎は消えて、森脇が<海崎>に成ってる。殺害」
　事件現場の写真で締めくくられ、相川が椅子に戻った。唇を引き結び、画面を睨む。入念な計画に巻き込まれ、彼女は気づかず歯車の役を果たした。凡そ四年半。長い。
　森脇の足取りを追おうにも、失踪宣言書の存在が立ちはだかる。公的文書ではないが、これがある事で警察は捜査できない。
「消えた元<海崎>は今、森脇良治として生活しているのか、もう存在しないのか。お前はどう見る、鏡」
　視界の潰れた左側へ身体を開くと、大きな眸にぶつかった。少年が驚いた様子で瞬きをくり返す。肚の底から居心地の悪さが迫上がり、羞恥で目の奥が熱く痛んだ。
「すまない、癖で」
「え、ところでさ」
　気まずさを隠して詫びを告げた俺を、岡谷が救う。無論、その気はないのは承知している。岡谷が椅子を引き、困惑した様子で少年に訪ねた。
「どっちの<海崎>から金借りたの？」
　画面を指さす。少年は、先刻の相川のように画面に駆け寄ると、やはり殺害された方の青年を示してから、その場で俯いてしまった。彼は暴力も受けている。いずれ向き合う必要があるが、所構わず穿り返すべきじゃない。準備ができるまでは蓋をしておくのも、一つの手段だ。
「二人は不破に何かしたから始末されたのか、そこが問題だ」
「うん。だってそもそも、一号が死ぬなら二号を立てる必要がないし、二号が死んだら一号がまた戻れるわけでもないでしょ。記録上<海崎>は死んじゃったんだから。戻るなら、森脇だけど」
「森脇良治は同姓同名が関東にいなくて、岡山と福島に一人ずつ、爺さんとおっさん。んー、年齢的に？　もうこっちの森脇に成り代わる必要は、ないかな」
「失踪宣言をするという事は、それまでの人生を放棄するという意味だ。もし生存していても別名を名乗り違う人生を送っている。顔で追うしかない」
　古藤さんは、と少年が躊躇いがちに目を上げる。
「──この人が生きてるって思うの？」
　少年が負わされた殺害事件の方ではない<海崎>を指さした。
「殺害を隠蔽するために森脇を当てたなら、森脇を殺す意味がない。さっき海崎と不破は不釣り合いだと言ったが、出会ったふりをしたんじゃないか？」
「マカオの風間みたいに？」
　上丸の目に鋭利な光が閃く。
「それに、バレないように殺れるなら、二番目の海崎も、事件になるような雑な殺し方しないんじゃない？」
「岡谷の言う通りだ。彼が役割を棄てた」
　相川が認識していた青年に全員の視線が集まった。
「だから<海崎衛>が正当な理由で存在しないという事実を造り上げる為に、殺害事件のシナリオを書いた」
「でも古藤さん、裁判があったのに、どうしてわからなかったの」
　掠れた相川の声に居た堪れない思いが渦巻く。彼女の言いたいのは別の事だろう。なぜ私が、なぜ司法が。正義が体を成さないと思い知った時、虚無感が襲ってくる。
「さっき警察や法曹界に共犯者がいるかもしれないと言ったが、別の可能性も考えられる」
　それはなぜ小井出遥来が<実行犯>として仕立て上げられたのかを推察する根拠でもあった。だが本人を前にして公言するのも憚られ、言葉を選ぶうちに沈黙が長引く。やがてその沈黙は、来客を報せるランプに破られた。
「ん無理ぃ～。忙しぃ」
　岡谷がそう言いながらもエントランスからの通信を受け、インターホンの画面を確認する。
「誰」
「知らない。約束もない」
「俺だ」
　従兄弟同士の会話に割って入った。
「知り合いの弁護士で、少年の今後の手続きについて相談した。たぶん書類を持って来たんだと思う」
　事前の連絡もなしに訪れた無礼は、既に大事の前の小事として全く気に留められていない。眞裕は開け放ったままの扉に気づき、オフィスに足を踏み入れた時点では沈黙していた。当然のように俺たちが集う岡谷の部屋まで入って来てから、完璧な仕事の顔で上丸に歩み寄り、それまでの微笑を邪悪に煌めかせる。
　迂闊だった。
　案の定、上丸が徐々に蒼褪めていく。
「本日は突然の訪問を快くお受け下さりありがとうございます。私は島田総合法律事務所の倉橋と申します」
　縫いつけた視線を一瞬も逸らさずに名刺を差し出す。上丸が曖昧に返しながら何の変哲もないその名刺に指を添えた。眞裕が目を細め、僅かに首を傾ける。
「君の」
　撫でるような、甘い囁き。
　まずい。憤っている。
「──猫を、殺しに来たよ」




（二巻に続く）



あとがき


　はじめまして。百谷シカです。
　この度は電子書籍『砂鉄の繭（一巻）』をご覧いただき誠にありがとうございます。
　お読み下さったあなた様に少しでもお楽しみ頂けましたら、心から幸いです。

　この作品は以前別名義にて投稿サイトで公開していたものに加筆修正し、改めて発行させて頂きましたＢＬクライムサスペンスです。続けて見守って頂けましたら嬉しいです。宜しくお願い致します。

　ここに至るまで応援してくださったお一人お一人、ご縁のあったすべての方、お読み下さったあなた様へ、本当にありがとうございました。皆様の日々が豊かに恵まれますように、心からお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百谷シカ　拝　　　　　　
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